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『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

甘えん坊だった一誠もお兄ちゃん

になってきたね。春からは元気いっ

ぱい幼稚園に通おうね。

 泰
やすゆき

之さん・くりあさんの長男（四日町）

 須
す だ

田　一
いっせい

誠 くん
( 平成 21 年 2月 21 日生 )

　平成 20年～22年の各 3月生まれ（２～４歳
まで）のお子さんを募集します。電話またはメー
ルで 2月 7日（火）までにお申し込みください。
詳しくは市ホームページ（携帯版）をご覧くだ
さい。　申込み　秘書広報課　☎ 055-948-1431

３月号出場者募集

プリキュアのエプロンでお手伝い

してくれてありがとう。弟と仲良

く、たくさん遊ぼうね。

基
もとひと

仁さん・まゆみさんの長女（長崎）

新
あ ら い

井　琴
こ と ね

音 ちゃん
( 平成 20 年 2月 4日生 )

毎日元気一杯！電車大好き！今日も

パパ電車に乗って、家の中をぐるぐ

る ･･･ パパへとへとです。

一
いちじ

路さん・麻
ま や

野さんの長男（長岡）

本
ほ ん だ

田　一
いっせい

成 くん
( 平成 20 年 2月 25 日生 )

仮面ライダーとプラレールが大好

き。みんな聡太の笑顔に癒
い や

されま

す。これからもいっぱい遊ぼう。

佑
ゆうき

基さん・智
ともこ

子さんの長男（多田）

佐
さ と う

藤　聡
そ う た

太 くん
( 平成 20 年 2月 27 日生 )

舜くんとの会話のキャッチボール、

毎日が楽しいよ。幼稚園でお友達

がたくさんできるといいね。

公
きみあき

昭さん・祥
しょうこ

子さんの長男（珍野）

関
せ き の

野　舜
しゅんのすけ

ノ介 くん
( 平成 21 年 2月 22 日生 )

悪さばかりして毎日怒られている

厚希だけど、夢中になって歌って

踊る姿、大好き。

謠
よういち

一さん・明
あけみ

美さんの長男（寺家）

岩
い わ み

見　厚
こ う き

希 くん
( 平成 20 年 2月 26 日生 )

掲
載
期
間

第
１
期　

平
成
24
年
４
月
１
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
７
月
31
日
（
火
）

第
２
期　

平
成
24
年
８
月
１
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
11
月
30
日
（
金
）

第
３
期　

平
成
24
年
12
月
１
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

掲
載
料
金　

各
期
と
も
１
枠
４
万
円（
月
あ
た
り
１
万
円
）

＊ 

た
だ
し
、
２
期
分
、
３
期
分
ま
と
め
て
申

し
込
み
の
場
合
は
割
引
制
度
あ
り
。

申
込
み
方
法　

市
役
所
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
請
書

等
を
秘
書
広
報
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
　

２
月
29
日
（
水
）
17
時
ま
で

市ホームページ
ＱＲコード

平
成
24
年
度
伊
豆
の
国
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

バ
ナ
ー
広
告

　

地
域
に
根
差
し
た
店
舗
を
目
指
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
に
店
の
場
所
を
知
ら

な
い
市
民
も
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
人
た

ち
に
憶
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
（
自
動
車
販
売
・
点
検
・
整
備
業
）

　

バ
ナ
ー
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
県
東

部
地
域
の
人
に
、
も
っ
と
学
校
を
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。　
　
（
専
門
学
校
）

　

他
の
地
元
企
業
と
一
緒
に
バ
ナ
ー
が

並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
地
域
と
の
一

体
感
を
感
じ
、「
み
ん
な
で
ま
ち
を
盛

り
上
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に

な
る
。　
　
　
　
（
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
）

広告主の声
（市ホームページ『広告主の声』より抜粋）

申込み・問合せ　秘書広報課　☎ 055-948-1431　ホームページ http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp
相談
無料



　

市
内
で
は
、
野
生
鳥
獣
が
農

地
に
出
没
し
、
野
菜
や
果
物
を

食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
田
畑
を

荒
ら
す
被
害
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

被
害
を
も
た
ら
す
野
生
鳥
獣

は
主
に
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
。
そ
の

内
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が

全
体
の
５
割
以
上
を
占
め
て
お

り
、
農
作
物
へ
の
食
害
以
外
に

田
畑
の
水
路
敷
、
地
面
の
掘
り

起
こ
し
な
ど
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
か
わ
い
ら
し
い

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
姿
を
狩
野
川
河

川
敷
で
見
か
け
た
こ
と
の
あ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
果
樹
や
水

稲
、
野
菜
類
へ
の
食
害
は
年
々

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　野生鳥獣による被害は、農作物はもちろんのこと、私た
ちの生活環境へも広がっており、それは伊豆の国市でも例
外ではありません。
　野生鳥獣が人間の生活に、不快で危険な影響を及ぼすの
はどうしてでしょうか。そして、野生鳥獣の被害から大切
な農作物や生活環境を守るためにはどうしたらよいので
しょうか。

大川一郎さん
農家（小坂）

大
川
一
郎
さ
ん

農
家（
小
坂
）

イノシシによるスイカ被害

ハクビシンによる
ミニトマト被害

ニホンジカによる稲被害

イノシシによる
土手の掘り起こし被害

いったい誰のために農作物を
育てているのかわからない

　小坂地区でミカン畑など 70 ～ 80 アールの農
地を所有する大川さん。鳥獣による被害は年々
深刻になってきているそうです。

「ここ 4 ～ 5 年前から急激にイノシシやシカの

被害が増えた。農地のほとんどは壊滅状態。春

はタケノコ、夏はカボチャなどの野菜、秋はクリ

やシイタケ、冬はミカンなど 1 年を通じてやら

れているよ。育てても収穫時期になると食べら

れてしまう。これではイノシシのために作って

いるみたい。作ってもエサになるだけならやる

気もなくなるよ。農業をやめたくなっちゃうね」

20年度 21年度 22年度

被害件数

被害総額

5,744千円 6,237千円 6,317千円

被害傾向

0
50
100
150
200
250
300
350

イノシシ
ニホンジカ
ハクビシン
カラス
その他

畑
は
最
高
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。
人
間

が
お
れ
た
ち
の
た
め
に
食
物
を

作
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
一
年
中
食

べ
放
題
だ
よ
、
あ
り
が
と
よ
。

　市内では山間部だけでなく、山間部に隣接する地域
全域でも被害が発生しています。

イ ノ シ シ ： タケノコやスイカ、イモ、コメなど１年中
被害が発生しています。被害は農作物だ
けでなく、土手崩しによる土砂災害への
危険も懸念されます。また住宅地まで出
没し、人的被害への不安も心配されます。

ニホンジカ： 平成 21 年頃から被害が顕著となり、狩
野川では群れでの出没が日常化している
ことからも、相当数が生息していると推
測できます。

2012.2.1 いずのくに 23 2012.2.1 いずのくに

　被害は農作物だけにとどまらず、ミカン畑
（段々畑）の土手も被害に。

問合せ　農業振興課　☎ 055-949-6813

179件
204件

304件

これだけひどいと、農業を

やめたくなっちゃうね
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鳥
獣
対
策
の
心
強
い
味
方
が
猟
友
会
で
す
。
猟
友
会
と
は
狩

猟
者（
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
狩
猟
を
し
て
い
る
人
た
ち
）の
公

益
法
人
で
す
。
市
内
に
は
、
大
仁
分
会
・
韮
山
分
会
・
伊
豆
長

岡
分
会
の
３
分
会
が
あ
り
、
現
在
、
会
員
は
70
人
。
主
に
県
や

市
、
被
害
を
受
け
て
い
る
農
家
な
ど
の
依
頼
を
受
け
、
生
態
系

や
農
作
物
な
ど
に
被
害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

被
害
対
策
の
第
一
歩
は
、
ま
ず
鳥

獣
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
す
。
鳥
獣

の
生
態
と
特
徴
を
正
確
に
知
り
、
鳥

獣
の
生
活
痕
跡
を
見
逃
さ
な
い
こ
と

が
被
害
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
内
で
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ
す
の

は
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ハ
ク

ビ
シ
ン
。
ほ
か
に
も
、
カ
ラ
ス
な
ど

の
鳥
類
に
よ
る
被
害
も
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
は
代
表
的
な
３
種

類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

狩
猟
は
、危
険
が
い
っ
ぱ
い
。

だ
か
ら
自
身
の
健
康
と
安
全
な

狩
猟
を
常
に
心
が
け
て
い
る
。

　

人
間
が
山
に
ヒ
ノ
キ
や
ス
ギ

を
植
え
た
こ
と
で
、
鳥
獣
の
エ

サ
と
な
る
下
草
が
生
え
な
く

な
っ
た
。
里
山
に
も
荒
れ
た
田

畑
が
増
え
て
い
る
。
鳥
獣
が
増

え
た
の
は
人
間
が
原
因
。
農
家

も
自
分
で
畑
を
守
る
気
持
ち
で

し
っ
か
り
管
理
し
て
ほ
し
い
。

　

わ
な
を
仕
掛
け
て
か
か
っ
た

時
は
、
鳥
獣
と
の
知
恵
比
べ
に

勝
っ
た
気
が
し
て
う
れ
し
い
ね
。

　

猟
で
一
番
気
を
つ
け
る
こ
と

は
、
人
間
に
危
害
を
加
え
な
い

こ
と
。対
象
は
鳥
獣
だ
か
ら
ね
。

　

わ
な
を
仕
掛
け
る
と
き
は
人

間
の
目
に
見
え
る
よ
う
に
、
必

ず
表
示
を
し
て
い
る
。
わ
な
は

そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
で
は

な
い
の
で
、
皆
さ
ん
も
猟
師
の

活
動
を
理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

　

被
害
農
家
か
ら
依
頼
を
受
け

た
の
を
き
っ
か
け
に
狩
猟
を
始

め
た
。
捕
獲
し
た
と
き
、
農
家

か
ら
感
謝
さ
れ
る
の
は
や
っ
ぱ

り
う
れ
し
い
よ
。

・ 昼夜を問わずエサを求めて活動します。雑食性で人
間が食べるようなものはすべて食べます。
・ 落葉広葉樹林や茂み、耕作放棄地など食料になるも
のが豊富にあり、身を潜められる場所を好みます。
・ 大きな鼻は優れた嗅覚を持つだけでなく、70㎏の石
も簡単に動かします。
・ 記憶力がよく高い学習能力を持つ一方で、警戒心が
強くて臆病です。
・年１回 4～ 5頭を出産します。

・ 昼夜を問わず行動します。昼間主に森林の中にいて、
夜間に農耕地や草地などに出る傾向があります。
・ アセビなど特定のものを除いて、ほとんどの植物を
食べる草食動物です。
・ 生活パターンは、2～ 3時間エサを食べ、2～ 4時
間ほど休む、これを一日繰り返します。
・ 1.6 ｍ以上の高さを楽々と跳び超えるほどのジャン
プ力を持ちます。
・年に１回１頭を出産します。

・ 夜行性で昼間は暗い巣穴などを利用し、夜になると
里山や人家周辺に出没します。
・ 人家の屋根裏や倉庫、農作業小屋などにねぐらをつ
くることもあります。
・ 果実中心の雑食性で、ほかに昆虫類、ミミズ、ネズ
ミなどを食べます。
・ 木登りが上手く、バランス感覚が発達しています。
・ エサ場の近くにねぐらをつくります。
・ 年間を通して出産し、１回に 1～ 4頭を出産します。

Inoshishi

Nihonjika

Hakubishin

猟友会韮山分会　半田重義さん（多田）

猟友会韮山分会　鈴木登喜夫さん（南條）

鳥
獣
が
増
え
た
の
は

人
間
が
原
因

猟
師
の
活
動
を

　

理
解
し
て
ほ
し
い

猟師歴：約 30 年
わなや猟銃による狩猟

猟師歴：約 50年
主にわなによる狩猟

　

と
に
か
く
猟
銃
の
先
に
は
細

心
の
注
意
を
払
う
。
間
違
い
が

あ
っ
て
は
困
る
か
ら
ね
。

　

私
た
ち
が
捕
獲
を
行
う
の
は

あ
く
ま
で
も
自
然
の
生
態
系
を

守
る
た
め
。
最
近
は
鳥
獣
が
人

を
恐
れ
ず
、
平
気
で
里
山
ま
で

下
り
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
今
で
は
常
に
農
作
物
を

狙
っ
て
く
る
の
で
、
一
年
を
通

し
て
活
動
し
て
い
る
よ
。

　

猟
師
は
決
し
て
怖
い
存
在
で

は
な
い
の
で
、
気
軽
に
声
を
か

け
て
ほ
し
い
。

猟友会韮山分会　柴田清和さん（高原）

捕
獲
す
る
の
は

  

生
態
系
を
守
る
た
め

猟師歴：約 40 年
主に猟銃による狩猟

勘違いしてもらっちゃ困るぜ、

おれたちだって生きていくには必死なんだ。

見
く
び
る
な
よ
、

お
れ
た
ち
だ
っ
て

知
恵
が
あ
る
ん
だ
ぜ

猟友会韮山分会の皆さん

タケノコを探すイノシシの目線（イメージ）

わな設置の案内表示

■インタビュー
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『 

伊
豆
の
国
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
』

　

関
係
す
る
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
被

害
防
止
に
取
り
組
む
た
め
、
市
と
伊
豆

の
国
農
業
協
同
組
合
、
市
内
３
猟
友
会

が
中
心
と
な
っ
て
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

『
補
助
制
度
』

▽ 

電
気
柵
設
置
等
の
事

業
費
補
助

　

・
市
内
農
林
業
者

　

・
補
助
率
２
分
の
１

　

・
上
限
10
万
円

▽ 

わ
な
猟
免
許
予
備
講
習
会
テ
キ
ス
ト

代
補
助

　

・
市
民

　

・ 

静
岡
県
猟
友
会
主
催
の
予
備
講
習

会
出
席
者

▽
捕
獲
わ
な
の
購
入
費
等
の
補
助

　

・
市
内
わ
な
猟
免
許
取
得
者

　

・
補
助
率
２
分
の
１

　

・
上
限
５
万
円

『
被
害
対
策
研
修
会
・
出
前
講
座
』

▽ 

専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
基
本
的
な

防
除
対
策
に
つ
い
て
勉
強
す
る
研
修

会
の
開
催

▽ 

希
望
地
域
に
出
向
き
基
本
的
な
防
除

対
策
に
つ
い
て
一
緒
に
勉
強
す
る
出

前
講
座
の
開
催

『
有
害
鳥
獣
捕
獲
』

▽ 

市
内
３
猟
友
会
協
力
の
下
、
害
を
及

ぼ
す
鳥
獣
を
猟
銃
や
わ
な
で
捕
獲

し
、
個
体
数
を
減
ら
し
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
大
切
な
地
域
を
鳥
獣
被
害

か
ら
守
る
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で
被
害

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
こ
で
は
鳥
獣
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

の
具
体
的
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

管
理
さ
れ
て
い
な
い
放
棄
地
は
絶
好
の

隠
れ
場
所
。
見
通
し
の
よ
い『
緩
衝
帯
』

を
作
っ
て
鳥
獣

の
侵
入
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
景
観

を
保
つ
こ
と
に

も
つ
な
が
り
一

石
二
鳥
の
方
法

で
す
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
残
飯
や
節
分
の
豆
、

お
墓
参
り
の
お
供
え
物
な
ど
は
、
鳥
獣
に

と
っ
て
最
高
の
ご
ち
そ
う
。
皆
さ
ん
が
何

気
な
く
食
物
を
屋
外
に
放
置
す
る
行
為

は
、
鳥
獣
へ
の
餌
付
け
と
同
じ
で
す
。
一

度
味
を
し
め
た
鳥
獣
は
、
同
じ
時
期
に
そ

の
場
所
に
『
エ
サ
』を
求
め
何
度
も
や
っ

て
き
ま
す
。

　

冬
は
鳥
獣
の
エ
サ
が
少
な
い
季
節
。
秋

に
草
刈
り
を
行
う
と
、
冬
に
は
シ
カ
な
ど

の
好
物
で
あ
る『
柔
ら
か
い
草（
新
芽
）』

が
茂
り
ま
す
。
秋
の
草
刈
り
を
ひ
と
休
み

し
、
草
が
自
然
と
冬
枯
れ
す
る
こ
と
で
エ

サ
と
な
る
青
草
が
な
く
な
り
ま
す
。

刈
り
払
い
で『
隠
れ
場
所
』を
な
く
す

知
ら
ず
に
行
っ
て
い
る
餌
付
け
を

や
め
る

西島行男さん
農家（浮橋）

　最初は 1 ｍほどのトタンを設置したが、簡単に

跳び越えられてしまった。今は電気柵で囲い被害

を抑えることができている。

　しかし、柵を設置したからといって油断してはだ

め。しっかりした管理はもちろんだが、大事なのは

鳥獣の習性を理解し、それ相応の対応をすること。

　良い農産物を収穫するためには手をこまねいて

いるだけでなく、自分で積極的に行動していかな

くては。

柵を設置したからといって
油断してはだめ

　トタンを跳び越えたイノ
シシは痛みも恐れず突進。
電気柵を突き破り畑の中へ。
急に止まることができない
イノシシの習性を理解し、
電気柵はトタンなどから少
し離して設置するべき。

市
の
対
策

あ
ん
ま
り
頑
丈
に
す
る
な
よ
、

ビ
リ
ビ
リ
す
る
の
嫌
い
な
ん
だ
よ

野生鳥獣被害対策研修会の開催
～大切な農作物を鳥獣のエサにしないための勉強会～

女性や家庭菜園が趣味の人、大歓迎です

と　き　３月２日（金）10：00～ 15：00
ところ　浮橋地区
内　容　効果の高い防護柵の設置（現地での研修です）
講　師　（独）近畿中国四国農業研究センター
　　　　　鳥獣害研究チーム　専門員　井上雅央氏
申込み　 農業振興課まで電話で申し込んでください。
　　　　　☎ 055-949-6813

▼
▼

▼
▼

▼

人
間
は
や
っ
ぱ
り
怖
い

よ
、
お
れ
た
ち
は
安
全

な
山
に
帰
る
よ
～

う
わ
ぁ
、
こ
ん
な
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
ら
入

り
に
く
い
だ
ろ

　
『
私
の
家
は
山
か
ら
離
れ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
』

本
当
で
し
ょ
う
か
。
も
は
や
鳥
獣
被
害
は
山
の
近
く

だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
他
人
事
と
油
断
せ
ず
、
自
分

の
身
の
回
り
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
獣
は
エ
サ
が
あ
る
か
ら
人
家
に
近
寄
り
ま
す
。
田

畑
に
収
穫
し
な
い
農
作
物
を
放
置
し
た
り
、
知
ら
ず
に

行
っ
て
い
る
餌
付
け
行
為
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

鳥
獣
に
と
っ
て『
人
間
は
怖
い
存
在
』。
だ
か
ら
、

二
度
と
近
づ
き
た
く
な
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
強
い
信
念
を
持
ち
、
あ
き
ら
め
な
い
で
対
応

し
ま
し
ょ
う
。

『
秋
の
草
刈
り
』を
や
め
る

　

増
え
続
け
る
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る

た
め
、
市
で
は
次
の
対
策
を
講
じ
て
い

ま
す
。

い
ち

さ
ん に

緩衝帯

電気柵
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確
定
申
告　

２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15
日（
木
）

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に

 

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

● 

事
業
を
営
ん
で
い
る
人
や
不
動
産
収
入
の
あ
る
人
、
保
険

満
期
金
を
受
け
取
っ
た
人
な
ど
で
平
成
23
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
、
所
得
控
除
の
合
計
金
額
を
超
え
る
人

● 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

① 

平
成
23
年
中
の
給
与
収
入
が
２
，０
０
０
万
円
を
超
え
る
人

　

② 

給
与
の
支
払
い
を
１
カ
所
か
ら
受
け
て
い
る
人
で
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
後
の
金
額
）
が
20
万
円
を
超
え
る
人

　

③ 

給
与
の
支
払
い
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
給
与
の
収
入
金
額
と

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額
と
の

合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

　

私
た
ち
の
税
金
は
、
豊
か
で
安
定
し
た
社
会
を
作
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
税
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。『
社
会
の
会
費
』と
も
い
え

る
税
金
を
正
し
く
申
告
し
、
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

所
得
だ
け
で
な
く
、所
得
控
除
や
税
額
控
除
も
忘
れ
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

● 

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
居
住
し
平
成
23
年
中

に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

 

市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
い
人

■ 還付申告相談 ■
と　き　２月６日（月）～ 15 日（水）
　　　9：00～11：00、13：00～16：00
ところ　大仁庁舎
　　　２階第１会議室

市役所大仁庁舎

 

確
定
申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
人

　

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
金
額
が
わ
か
る
支
払
証
明
書
等

＊ 

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
控
除
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す
。
証
明
書
な
ど

を
紛
失
し
、
納
付
金
額
が
不
明
な
場
合
は
、
次
の
番
号
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　
　
　
　

三
島
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
７
３
）１
４
４
４

【
生
命
保
険
料
控
除
・
地
震
保
険
料
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合
】

　

保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

【
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
】

　

障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
市
長
等
が
発
行
す
る
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
な
ど
（
本
人
、
扶
養
親
族
分
）

＊ 

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
は
、『
平
成
23
年
12
月
31
日

（
死
亡
し
た
人
は
死
亡
の
日
）現
在
に
お
い
て
65
歳
以
上

で
要
介
護
認
定
者
』に
対
し
て
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
ま

す
。
詳
し
く
は
10
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

問
合
せ　

高
齢
者
支
援
課   

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
９

確定申告
相談・受付

税務署員による
出張申告相談・受付

税理士による
無料申告相談・受付

9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 16：00

9：30 ～ 11：00
13：00 ～ 16：00

9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 16：00

市役所大仁庁舎  2 階第 1会議室
 【対象】大仁地区、天野・長岡・小坂・富士見・
長瀬・戸沢・花坂地区の人 ２月 16 日（木）　　

～３月 15 日（木）
　　＊土・日を除く

２月 21 日（火）
２月 16 日（木）　
～ 23 日（木）

　　＊土・日を除く

市役所韮山庁舎  3 階大会議室
 【対象】韮山地区、墹之上・古奈・谷戸・仲之台・鳥打・
珍野・町屋・大北・千代田・長塚地区の人

２月 27 日（月）
２月 24 日（金）　
　～ 3月 2日（金）
　　＊土・日を除く

相談会・受付時間

会場（対象地区）

■ 確定申告受付と各種相談会日程 ■ ※伊豆長岡庁舎では行いません。ご注意ください！

＊混雑緩和のため、会場ごとに対象地区を指定させていただきます（強制ではありません）。＊青色
申告、譲渡所得、贈与税、消費税の申告相談は市役所会場ではできません。三島税務署が開催してい
る三島商工会議所の申告相談会場へお願いします。＊混雑状況によっては、受付時間前でも受け付け
を締め切らせていただくこともあります。ご了承ください。

注意！

問合せ　課税課
☎０５５‐９４８‐２９１８

三島税務署
☎０５５‐９８７‐６７１１

●確定申告書をパソコンで作成
　国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jp
　→ 確定申告特集
●確定申告テレフォンセンター

　 ２月１日（水）～３月 15 日（木）まで、
所得税・消費税の確定申告、贈与税の申
告の相談を受け付けます。
　☎ 055-987-6711
　→ 自動音声に従い『０』を選択

　●国税に関する一般的な相談
　☎ 055-987-6711
　→ 自動音声に従い『１』を選択

　●三島税務署問合せ
　☎ 055-987-6711
　→ 自動音声に従い『２』を選択

三島税務書申告相談会

【所得税・贈与税・消費税・地方消費税】
と　き　 ２月 16日（木）～３月 15日（木）
　　　　9：00～ 17：00
　＊土・日曜日を除きます。
　＊ 会場の混雑状況により、受付を早め
に終了する場合があります。

ところ　三島商工会議所１階 TMOホール
　＊ 会場には無料駐車場がありません。
公共交通機関をご利用ください。

　＊ この期間、三島税務署では、所得税
などの申告相談は行っていません。

＊ 

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
人
で
、
平
成
23
年
中
の

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
平
成
23
年
中
の
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
人
は
、
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
三
島
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊ 

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
あ
る
給
与
所
得
者
や
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
人
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
医
療
費
控

除
、
雑
損
控
除
、
寄
附
金
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の

各
種
控
除
な
ど
に
よ
り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
場
合
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

　

① 

営
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

　

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

　

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
な
い
人

　

・
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

　

・
日
給
等
で
働
い
て
い
る
人

　

・
平
成
23
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人

　

・ 
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
が
あ
る
人

　

③
公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
次
に
該
当
す
る
人

　

・ 

公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
が
あ
っ
た
人

　

・ 

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
な
ど
の
あ
る
人

　

④ 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
他
の
人
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
人

　

⑤ 

所
得
は
な
い
が
、
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
が
必
要
な
人

● 

該
当
者
は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

① 

所
得
税
の
確
定
申
告
書（
還
付
申
告
書
を
含
む
）を
提
出
し
た
人

　

② 

前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、勤
務
先
か
ら
市
へ
『
給

与
支
払
報
告
書
』
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
（
左
ペ
ー
ジ
上
へ
）

　

③ 

前
年
中
の
所
得
が
公
的
年
金
等
に
係
る
も
の
の
み
で
、
医
療

費
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
の
な
い
人

　

④ 

前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
28
万
円
以
下
の
人

　

＊ 

市
県
民
税
の
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
の
優
遇
措
置
、
児
童
扶
養
手
当
・
障
害
者
関
係
・

そ
の
他
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
、
市
営
住
宅
の
入
居
申
請
な

ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

① 

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
人
や
新

築
・
増
改
築
な
ど
を
し
た
人

② 

火
災
・
風
水
害
、
盗
難
な
ど
で
家
財
等
に
損
害
を
受
け
た
人

③ 

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

④ 

平
成
23
年
の
途
中
に
退
職
し
、
そ
の
後
も
再
就
職
し
な
か
っ

た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
な
ど

　
（
詳
し
く
は
広
報
１
月
号
４
〜
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

 

申
告
に
必
要
な
も
の

●
印
鑑

● 

源
泉
徴
収
票（
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
所
得
が
わ
か
る
も
の
）

●
本
人
名
義
の
振
込
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

＊ 

前
年
に
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、
そ
の
申
告
書
と
収

支
内
訳
書
の
控
え
を
参
考
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
ほ
か
に
必
要
な
も
の

【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
】

①
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

② 

高
額
療
養
費
、
出
産
一
時
金
、
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
な

ど
を
受
け
取
っ
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

＊ 

領
収
書
は
病
院
や
診
察
を
受
け
た
人
ご
と
に
仕
分
け
し

て
金
額
を
合
計
し
、
メ
モ
用
紙
な
ど
に
整
理
し
て
き
て
く

だ
さ
い
。

＊
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
は
、
10
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

【
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合
】

　

平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年
金
・
健
康
保
険
な

●市県民税申告書は郵送で提出可
　〒 410-2292
　伊豆の国市長岡 340-1
　伊豆の国市役所課税課
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と　

き　

３
月
11
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

三
島
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー　

東
館
１
階

　
　
　
　
（
三
島
市
南
二
日
町
８
‐
35
）

対　

象　

 

県
東
部
在
宅
の
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
お
よ
び
類
似
症

児
（
者
）
と
そ
の
家
族

療
育
相
談
担
当
者

　
　
　

①
医
療
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
・
看
護
師
・
理
学
療
法
士
）

　
　
　
　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
箱
根
病
院
医
療
ス
タ
ッ
フ

　
　
　

②
相
談
ス
タ
ッ
フ
（
社
会
福
祉
士
ほ
か
）

　
　
　
　

箱
根
病
院
療
育
指
導
室
職
員

　
　
　
　

静
岡
県
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
役
員

　
　
　
　

静
岡
県
東
部
身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
職
員

定　

員　

 

20
人
（
定
員
を
超
え
る

場
合
は
先
着
順
）

申
込
み　

 

３
月
２
日（
金
）ま
で
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
『
参

加
申
込
書
』
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
、
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
み
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
同

じ
よ
う
に
活
動
し
自
立
し
て
生
活
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
障
害
者
の
た
め
の
就
職
面
接
会
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
23
日
（
木
）
13
時
20
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

ブ
ケ
東
海
沼
津
（
リ
コ
ー
通
り
沿
い
）

持
ち
物　

 

履
歴
書
（
複
数
枚
、
志
望
動
機
欄
の
記
入
は

不
要
）、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳

そ
の
他　

必
要
に
応
じ
て
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。

　
　
　
　

無
料
駐
車
場
あ
り
。

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
津

　
　
　
　

☎
０
５
５
（
９
１
８
）３
７
１
３

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
沼
津
主
催

障
が
い
者

就
職
面
接
会

身
体
・
知
的
・
精
神
そ
れ
ぞ
れ

の
相
談
員
が
、
障
害
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
17
日
（
金
）
９
時
30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　

韮
山
福
祉
・
保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

障
が
い
福
祉
課

　
　
　
　

☎
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
７

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

障
害
者
相
談
員

に
よ
る
相
談
会

１.障害者控除
　本人または扶養している人が 65
歳以上で、介護保険の要介護認定
者の場合、『障害者控除対象者認定
書』の交付を受けると、所得税、市・
県民税の障害者控除を受けられま
す（要介護１～３で身体上の障害
が見られない人や要支援 1・2の人
は対象外）。
　 障害の程度と控除額　要介護認
定の状況により、障害者控除また
は特別障害者控除を受けることが
できます。障害の認定は平成 23 年 12 月 31 日現在の
要介護認定状況によります。なお、対象者が年の途中
で亡くなっている場合にはその時の状況によります。

 

　 控除を受けるには　申請をして『障害者控除対象者認
定書』の交付を受け、確定申告でその認定書を提示し
て控除を受けてください｡ なお交付申請には、申請者
の印鑑を持参してください。
　交付申請窓口　高齢者支援課（大仁庁舎）
　　　　　　　　市民課（伊豆長岡庁舎・韮山庁舎）
　　＊認定書の発行は、平成 24年 3月 15日（木）まで
　　（以後は、高齢者支援課での発行のみとなります）

確定申告を受ける要介護認定者の皆さまへ

障害者控除とおむつ代の医療費控除
介護
保険

控除の種類 所得控除額
所得税 市・県民税

障害者控除 27 万円 26万円
特別障害者控除 40 万円 30万円

２.おむつ代の医療費控除
　要介護認定を受けていて、おむつ代の医療費控除
を受けるのが２年目以降の人は、医師が発行した『お
むつ使用証明書』がなくても、『市が主治医意見書
の内容について確認した書類』があれば、医療費控
除の対象と認められます。
　 対象者　おむつ代についての医療費控除の申告が
２年目以降の人で、要介護認定者本人または扶養
している人
　＊ おむつ代についての医療費控除の申告が初めて
の人は、医師が発行した
『おむつ使用証明書』が
必要です。

　 控除を受けるには　交付申
請をして発行された『市が
主治医意見書の内容につい
て確認した書類』を、確定
申告の際におむつ購入代の
領収書と一緒に添付してく
ださい。なお、交付申請の際には、申請者の印鑑
を持参してください。
　＊ 認定時の書類の記載状況により『市が主治医意

見書の内容について確認した書類』を発行でき
ないことがありますので、希望者はあらかじめ
お問い合わせください。

　 交付申請窓口　認定時の書類の確認が必要になり
ますので、高齢者支援課の受付のみとなります。

　問合せ　高齢者支援課　☎ 0558-76-8009

相談
無料

専
門
医
等
に
よ
る
検
診
・
指
導
・
相
談

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
療
育
相
談

 

定
期
検
査
が
大
切
で
す
！

●
呼
吸
す
る
た
め
の
筋
肉
の
状
態
は
？

　

 　

病
気
の
状
態
を
把
握
し
て
い
れ
ば
、
鼻
マ
ス
ク
式
人

工
呼
吸
器
や
気
管
切
開
と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
ま
す

が
、
把
握
を
し
て
い
な
い
と
風
邪
な
ど
の
急
な
呼
吸
困

難
で
選
択
の
余
地
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
心
臓
を
動
か
す
筋
肉
の
状
態
は
？

　

 　

心
臓
の
筋
肉
が
弱
っ
て
く
る
と
、
心
臓
か
ら
押
し
だ

す
血
液
量
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
酸

素
不
足
に
な
る
前
に
、
適
切
な
医
療
が
必
要
で
す
。

●
食
べ
物
が
飲
み
こ
み
に
く
い
？

　

 　

食
べ
る
時
は
、
目
・
手
・
口
・
胃
な
ど
様
々
な
筋
肉

を
働
か
せ
て
い
ま
す
。
ど
の
筋
肉
が
弱
っ
て
い
る
の
か

に
よ
り
、
対
処
が
違
っ
て
き
ま
す
。

●
関
節
が
固
く
な
っ
て
き
た
？

　

 　

関
節
を
伸
び
縮
み
さ
せ
る
筋
肉
も
弱
っ
て
き
ま
す
。

関
節
が
固
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
早
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

＊ 

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
で
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、全
身
の
筋
肉
が
だ
ん
だ
ん
弱
く
な
る
病
気
の
た
め
、

定
期
検
査
は
と
て
も
大
切
で
す
。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
、
全
身
の
筋
肉
が
段
々
弱
く
な
っ
て
い
く
病
気
で

定
期
検
査
に
よ
り
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
相
談
で

は
、
専
門
病
院
の
医
師
・
理
学
療
法
士
等
に
よ
る
検
診
・
検
査
、
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
指
導
、
医
療
・
福
祉
相
談
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
病
気
を
も
つ
人
や
ご

家
族
の
皆
さ
ん
、よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入場
無料

毎週木曜日、気軽に寄ってください

サポートセンター
ぷちゆめワーク

心に障害をもつ人が日常生活で、さまざまな不安や心配（将来
の生活、病気やお金、仕事のことなど）が出てくるかもしれ

ません。そんなときや仲間をつくりたいとき、気軽に寄れる相談場
所です。ご家族や初めての人も、ぜひ一度見学にお越しください。

２月
2日（木） 9日（木） 16 日（木） 23 日（木） ―
フリータイム フリータイム フリータイム フリータイム ―

3月
1日（木） 8日（木） 15 日（木） 22 日（木） 29 日（木）
内容未定 内容未定 内容未定 内容未定 内容未定

と　き　毎週木曜日　14：00～ 16：00
ところ　大仁保健センター（駐車場あり）
費　用　 相談は無料です。ただし、プログラムに参加する場合、

内容により実費負担がかかることがあります。

相談
無料

問合せ　田方・ゆめワーク　☎ 0558-75-5600

２～３月の日程とプログラム

大仁保健センター

【
昨
年
の
様
子
】

　

家
族
を
含
め
、
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

相
談
時
間
以
外
も
、
有

志
に
よ
る
皮
工
芸
や
子

ど
も
た
ち
と
の
お
遊
び

な
ど
で
、
初
め
て
の
人

も
和
や
か
な
雰
囲
気
で

交
流
で
き
ま
し
た
。

申込み・問合せ
東部健康福祉センター
☎０５５‐９２０‐２０８５
筋ジストロフィー協会
☎０５５８‐８３‐３９８１

相談
無料
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ランナーたちに熱いご声援を！

第５回 伊豆マラソン大会

このページの問合せ　社会教育課　☎ 055-948-1461

伊豆市・修善寺駅北をスタートし、伊豆の国市、函南
町を駆け抜け、ゴールの三島市・三嶋大社を目指す

『伊豆マラソン大会』が、今年も開催されます。
　当日は、交通規制へのご協力と、市内を走るランナー
たちへの熱いご声援をお願いします。

  と　き　
2月 19日（日）
雨天決行

  コース　
21.7kmコース  9：05 ～
　（修善寺駅北～三嶋大社）
10kmコース  8：45 ～
　（ 三嶋大社～東大場～三嶋
　  大社）
3kmコース  9：00 ～
　（ 三嶋大社～三島二日町広
場～神山組～三嶋大社）

  その他　
 　選手通過に伴い、コー
ス走路内・周辺道路にて
交通規制が行われます。
交通規制・迂回について
は道路設置誘導看板や当
日の走路整理員等の指示
に従っていただきますよ
う、協力をお願いします。

社
会
教
育
委
員
は
、
環
境
部
会
、
人
材
部
会
、
文
化
伝

統
部
会
に
分
か
れ
て
調
査
・
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
『
環
境
』
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
３
部
会
共
同
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

私
た
ち
に
関
わ
り
の
深
い
環
境
問
題
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
取
り
組
ん
で
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
直
接
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
４
日
（
日
）
13
時
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　

あ
や
め
会
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

内　

容

① 

基
調
講
演

　
『
放
置
竹
林
か
ら
作
る
竹
炭
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て
』

　

 

講
師
…
室
伏
一
伸
さ
ん
（
市
教
育
委
員
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高

原
倶
楽
部 

監
事
）

② 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
『
循
環
型
社
会
を
考
え
る
〜
次
の
世
代
に
安
心
・
安
全
を
〜
』

　

 

パ
ネ
リ
ス
ト
…
室
伏
一
伸
さ
ん
、
二
藤
恵
さ
ん
、
海
野
由

美
子
さ
ん
、
渡
辺
勝
弘
さ
ん
、
太
刀
川
弘
さ
ん

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
渡
辺
公
人
（
社
会
教
育
委
員
長
）

第
２
回 

社
会
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
循
環
型
社
会
を
考
え
る
』

 
 
 
 
 
 
 
 

～
ひ
と
・
も
の
・
文
化
が
サ
イ
ク
ル
す
る
ま
ち 

伊
豆
の
国
～

③
各
パ
ネ
リ
ス
ト
と
来
場
者
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

④
社
会
教
育
委
員
活
動
の
記
録
写
真
展
示

そ
の
他　

 

事
前
申
し
込
み
不
要
、
先
着
２
０
０
人
に

竹
炭
の
無
料
配
布

あ
り
。

委員と市民有志に
よる河川清掃奉仕

　

社
会
教
育
委
員
会
主
管

世
界
遺
産

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

韮
山
反
射
炉
を
世
界
遺
産
に

遠
足
や
社
会
科
見
学
で
何
度
も
訪
れ
た

こ
と
の
あ
る
韮
山
反
射
炉
。
こ
の
韮

山
反
射
炉
が
昨
年
６
月
に
世
界
遺
産
暫
定
リ

ス
ト
掲
載
『
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業
遺

産
群
』
の
構
成
資
産
候
補
に
追
加
さ
れ
、
世

界
遺
産
に
な
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
稼
働
し
た
反
射
炉
と
し
て
は
、
世

界
で
唯
一
現
存
す
る
韮
山
反
射
炉
。
製
鉄
技

術
の
歩
み
が
わ
か
る
貴
重
な
近
代
化
産
業
遺

産
と
し
て
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
専
門

家
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
海
外
の
専

門
家
を
招
き
、
世
界
か
ら
み
た
韮
山
反
射
炉

に
迫
り
ま
す
。

 

な
ぜ
九
州
・
山
口
の
遺
産
群
な
の
？

 

反
射
炉
の
ど
こ
が
す
ご
い
の
？

　

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
韮
山
反
射
炉
っ

て
、
実
は
と
っ
て
も
す
ご
い
ん
だ
っ
て
こ
と

を
、
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
み
ん
な
で
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
て
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

と　

き　

２
月
12
日
（
日
）
13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ　

韮
山
時
代
劇
場　

大
ホ
ー
ル

内　

容

　

① 

基
調
講
演

　
　
『
世
界
遺
産
に
お
け
る
近
代
化
産
業
遺
産
の
価
値
』

　
　

 
講
師
…
ニ
ー
ル
・
コ
ソ
ン
卿き

ょ
う

（
前
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ヘ

リ
テ
ー
ジ
総
裁
）

　

② 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
『
世
界
か
ら
見
た
韮
山
反
射
炉
』

　
　

 

パ
ネ
ラ
ー
…
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
氏
（
国
際
産
業

遺
産
保
存
委
員
会
事
務
局
長
）、
バ
リ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

氏
（
世
界
遺
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）、
伊
豆
の
国
市
長

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
加
藤
康
子
氏

問合せ　文化振興課歴史資源活用推進室　☎ 055-949-8609

TICCIH（国際産業遺産保存
委員会）事務局長。ロンド
ン名誉市民。36 年以上に
わたり、コーンウォールの
保存活動に関わり、産業遺
産の保存に貢献。英国イコ
モスの産業考古学部門の代
表として世界遺産の産業遺
産分野の査定にも関わる。

パネラー
スチュアート・スミス氏

伊豆の国市長。韮山代官江
川太郎左衛門英龍公の偉業
を後世に伝えることを使命
とし、歴史を活かしたまち
づくりに取り組んでいる。
韮山反射炉の世界遺産登録
実現を目指し、奮闘中。

パネラー
望月良和市長

九州・山口の近代化産業遺
産群世界遺産推進協議会
コーディネーター、都市経
済評論家。米国ハーバード
大学大学院都市経済学修士
課程修了後、世界各地で鉱
工業を中心とした産業遺産
の保存と活用調査を続けて
いる。

コーディネーター
加藤康子氏

前イングリッシュ・ヘリテー
ジ総裁。著書である『Industrial 
Archaeology』は産業考古学の
バイブルとして有名。1963 年
に英国中部のアイアンブリッ
ジ渓谷博物館の初代館長に就
任し、廃墟の谷を博物館都市
として構築。1984年ナイト（騎
士）の栄誉を賜る。

基調講演講師
ニール・コソン卿

きょう

入場
無料

入場
無料

世界遺産コンサルタント。
産業考古学者、地質学者。
国際企業において教育育成
分野にて活躍後、産業遺
産専門家に。英国コーン
ウォール鉱山の推薦書作成
をはじめ、世界各国の世界
遺産候補地選定に関わる
等、幅広く活躍している。

パネラー
バリー・ギャンブル氏
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門
松
で
来
庁
者
を
お
出
迎
え

市
役
所
庁
舎
に
門
松
設
置

　

地
元
産
そ
ば
を
通
し
て
地
域
の
活
性
化

を
図
ろ
う
と
『
浮
橋
そ
ば
の
里
ま
つ
り
』

が
、浮
橋
公
民
館
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

販
売
さ
れ
た
そ
ば
は
、
同
地
区
で
栽
培

さ
れ
た
そ
ば
の
実
を
原
料
に
、
全
て
の
工

程
を
区
民
が
調
理
し
た
も
の
。
用
意
し
た

２
千
食
の
そ
ば
は
、
か
け
そ
ば
や
パ
ッ
ク

詰
め
の
生
そ
ば
と
し
て
安
価
で
販
売
さ

れ
、
午
前
中
に
は
完
売
。
来
場
者
は
、
打

ち
た
て
の
新
鮮
な
そ
ば
を
口
い
っ
ぱ
い
ほ

お
張
り
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
農
産

物
を
販
売
す
る
軽
ト
ラ
市
や
そ
ば
打
ち
体
験

コ
ー
ナ
ー
、お
も
ち
の
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、

一
年
に
一
度
の
お
祭
り
に
、
里
中
が
活
気
づ

い
て
い
ま
し
た
。

　

中
島
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
市
消
防
団

（
伊
奈
始
団
長
）の
出
初
式
に
は
、
団
員

３
１
３
人
、車
両
24
台
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

観
閲
者
の
望
月
市
長
は
、
告
辞
で
東
日

本
大
震
災
に
触
れ「
消
防
団
の
勇
敢
な
姿

を
み
て
、
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
認
識
し

ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
は
消
防
団
の
力

が
必
要
不
可
欠
」と
あ
い
さ
つ
。
伊
奈
団

長
は「
火
災
の
み
な
ら
ず
地
震
や
風
水
害

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

を
重
ね
る
と
と
も
に
、
使
命
と
誇
り
を

持
っ
て
さ
ら
な
る
士
気
の
高
揚
と
活
性
化

を
図
る
」と
訓
示
し
ま
し
た
。
式
典
で
は

そ
の
ほ
か
、
功
労
者
ら
の
表
彰
や
火
の
用

心
三
唱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
を
祝
お
う
と
、市
役
所
３
庁
舎（
伊

豆
長
岡
・
韮
山
・
大
仁
）
の
正
面
玄
関
に
、

年
末
年
始
の
来
庁
者
を
出
迎
え
る
門
松
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
門
松
は
、
伊
豆
の
国
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
有
志
10
人
に
よ
り
制
作
さ
れ

た
も
の
。
市
へ
寄
贈
す
る
た
め
12
月
上
旬

に
、
経
験
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
青
竹
や

マ
ツ
、
ク
マ
ザ
サ
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

同
有
志
ら
が
門
松
を
市
へ
寄
贈
す
る
の

は
初
め
て
。「
お
め
で
た
い
こ
と
な
の
で
、

来
年
以
降
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
門
松
の
設
置
期
間
は
、
１
月
６

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

い
て
い
ま
し
た

打ちたてのそばを求め長蛇の列を作る参加者

12/11

12/27

そ
ば
２
千
食
、午
前
中
に
完
売

浮
橋
そ
ば
の
里
ま
つ
り

1/8

高
ま
る
消
防
団
の
重
要
性

伊
豆
の
国
市
消
防
団
出
初
式

式典終了後、狩野川に向かって一斉に放水する消防団員

伊豆長岡庁舎玄関に門松を設置する有志の皆さん
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今
年
で
７
回
目
と
な
る
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
、
韮
山
時
代
劇

場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
し
ま
し

た
。
新
春
の
日
差
し
を
浴
び
て
、
市
内
外

か
ら
の
参
加
者
８
３
９
人
が
走
り（
歩
き
）

初
め
を
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
の
部
の
結
果
は
次
の
と
お
り

新成人を代表し誓いの言葉を述べる池田雄太さん

晴天の下、過去最多 839 人が走り（歩き）初め

1/1

1/8

新
春
の
走
り
初
め
に
８
３
９
人

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

３
８
０
人
が
晴
れ
の
門
出

平
成
24
年
伊
豆
の
国
市
成
人
式

部
門

１
位

２
位

３
位

男子
1.65km
梅
原
克
佳

（
伊
豆
市
）

高
井
規
充

（
伊
豆
の
国
市
）
稲
村
健

（
三
島
市
）

2.85km
斉
藤
晟
也

（
裾
野
市
）

高
井
規
充

（
伊
豆
の
国
市
）
山
本
雄
介

（
伊
豆
の
国
市
）

女子
1.65km
加
藤
詩
帆
加

（
静
岡
市
）

渡
辺
花
帆

（
伊
豆
の
国
市
）
大
谷
菜
々
子

（
三
島
市
）

2.85km
香
取
愛
子

（
神
奈
川
県
）
高
井
茉
彩

（
伊
豆
の
国
市
）
豊
竹
輝
美

（
函
南
町
）

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
伊
豆
の
国
市

い
ち
ご
ま
つ
り
を
開
催
。
今
が
旬
の
イ
チ

ゴ
を
求
め
る
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

前
日
の
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
イ
チ
ゴ

や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
販
売
は
、
売
り
出

す
前
か
ら
長
蛇
の
列
の
人
気
。
１
０
０
円

以
上
の
寄
付
で
販
売
す
る
『
イ
チ
ゴ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
』
も
好
評
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
絆

き
ず
な

や
キ
ヨ
ミ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
コ
メ
や
イ
チ
ゴ
な
ど

が
当
た
る
大
抽
選
会
や
餅
ま
き
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
を
会
場
に
行
っ
た

伊
豆
の
国
市
成
人
式
に
は
、
華
や
か
な
振

袖
や
り
り
し
い
ス
ー
ツ
姿
な
ど
に
身
を
包

ん
だ
約
３
８
０
人
の
新
成
人
が
出
席
。
晴

れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
望
月
市
長
が「
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
後
、若
い
人
た
ち
が
復
興
に
向

け
て
力
を
注
い
で
い
る
。新
し
い
時
代
を

担
う
皆
さ
ん
に
は
多
い
に
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
新
成
人
を

代
表
し
て
池
田
雄
太
さ
ん（
原
木
）が「
一

人
ひ
と
り
が
夢
を
育
ん
だ
こ
の
地
で
、
心

あ
る
成
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
実
行
委
員
会
主
催
の
新

成
人
企
画
が
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
区
長
や
市
内
の
各
種
団
体
、
企
業
の

代
表
者
ら
２
４
１
人
を
招
待
し
、
伊
豆
洋

ら
ん
パ
ー
ク
で
平
成
24
年
賀
詞
交
歓
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

望
月
市
長
は「
朝
日
が
昇
る
ご
と
く
勢
い

の
あ
る
辰
年
を
目
指
し
た
い
。
伊
豆
半
島

の
中
心
的
な
役
割
が
担
え
る
よ
う
な
市
に

し
た
い
」と
新
年
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
本
年
度
功
績
・
善
行
表
彰
の

55
団
体
・
個
人（
一
般
・
高
校
生
）の
う
ち
、

一
般
の
24
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ん
の
功
績

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
岡
北
小
の
４
、５
年
生
が
市

を
題
材
に
し
た
歌
『
守
っ
て
い
こ
う
伊
豆

の
国
』
を
披
露
。
会
場
内
に
き
れ
い
な
歌

声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

が
り
ま
し
た

声
を
響
か
せ

品評会に出品された良質なイチゴを求める来客

表彰を受け、代表して謝辞を述べる相澤和民さん

1/14

1/4

旬
の
イ
チ
ゴ
を
求
め
人
、人
、人

伊
豆
の
国
市
い
ち
ご
ま
つ
り

新
年
を
迎
え
飛
躍
を
誓
う

平
成
24
年
賀
詞
交
歓
会



2012.2.1 いずのくに（カレンダー）

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など　　　　は図書館休館日
長保セ：長岡保健センター、韮福保セ：韮山福祉・保健センター、大保セ：大仁保健センター

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

3/1木

2 金

3 土

4 日

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

雨水

19 日

20 月

21 火

22 水

■世界遺産シンポジウム～韮山反射炉を世界
遺産に～（韮山時代劇場 13:30 ～／文振）

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）
●補聴器相談（大仁庁舎12:00～15:00／障福）

◆フッ素塗布（大保セ）

●人権・行政相談（大仁庁舎 13:30 ～
16:00 ／社福・市民）
●弁護士相談（韮山福祉・保健センター
13:30 ～ 16:30 ／社福協＊要予約）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00 ～ 16:00 ／障福）

◆障害者相談（韮福保セ 9:30～12:00／障福）

■①おおひと梅祭り（大仁梅林 10:00 ～
15:00 ／観商）

■②おおひと梅祭り（大仁梅林 10:00 ～
15:00 ／観商）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00 ～
12:00 ／環衛）

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）
◆のびのび広場（長保セ 9:30 ～ 11:30）

◆ 1歳 6カ月児健診（韮福保セ）
◆フッ素塗布（長保セ）
◆健康相談日（韮福保セ　9:30 ～ 11:30）

◆ 6カ月児相談（韮福保セ）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00 ～ 16:00 ／障福）

◆フッ素塗布（韮福保セ）

■能楽鑑賞会（ゑびすや旅館 13:30 ～／観
商）
●野菜づくりよろず相談（農土香塾 9:00 ～
16:00 ／政企）

■研ナオコ・野口五郎コンサート（アクシ
スかつらぎ 18:30 ～／文振）
●野菜づくりよろず相談（農土香塾 9:00 ～
16:00 ／政企）

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00 ～ 16:00 ／障福）
◆のびのび広場（韮福保セ9:30～11:30）

■あなたのステージ Vol.85（韮山時代劇場
13:30 ～／文振）
■アクシスの夕べ Part.83（アクシスかつら
ぎ 19:00 ～／文振）

●休日のごみの持ち込み受付（9:00 ～
12:00 ／環衛）
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障福：障がい福祉課　☎０５５８‐７６‐８００７
観商：観光商工課　　☎０５５‐９４８‐１４８０
社教：社会教育課　　☎０５５‐９４８‐１４６１
環衛：環境衛生課　　☎０５５‐９４９‐６８０５
文振：文化振興課　　☎０５５‐９４９‐８６００
社福：社会福祉課　　☎０５５８‐７６‐８００６
市民：市民課（伊豆長岡庁舎）
　　　　　　　　　　☎０５５‐９４８‐２９０１
社福協：社会福祉協議会　☎０５５‐９４９‐５８１８
政企：政策企画課　　☎０５５‐９４８‐１４１３

＊健診や予防接種などの問い合わせは
健づ：健康づくり課　☎０５５‐9４９‐6820

診療時間は 9:00 ～ 17:00
必ず病院に直接電話するか田方医師会のホー
ムページ（http://www.tagata-ishikai.jp/）、
または田方北消防署（☎ 055-978-0119）、
田方中消防署（☎ 0558-76-0119）で確認を。

【納期限 2 月 29 日（水）】
■上下水道料金（古奈、長岡、韮山南部地区）
（口座振替日 2月 29 日（水））
■介護保険料第 6期分
■固定資産税第 4期分
■国民健康保険税第 6期分
■後期高齢者医療保険料第 7期分

2 木

4 土

5
日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金

建国記念の日

11 土

節分

3 金

◆ 3歳児健診（韮福保セ）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00 ～ 16:00 ／障福）
◆のびのび広場（韮福保セ9:30～11:30）

■能楽鑑賞会（サンバレー伊豆長岡 13:30
～／観商）

■伊豆の国市駅伝大会（9:00 ～／社教）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00 ～
12:00 ／環衛）

●消費生活相談（伊豆長岡庁舎 9:00 ～
15:00 ／観商）

◆ 3カ月児相談（韮福保セ）

●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
14:00 ～ 16:00 ／障福）

◆のびのび広場（大保セ 9:30 ～ 11:30）

2月のカレンダー
２０１2

2/1水

5 日 韮山医院
（四日町／内・外・泌尿器／☎ 055-949-1036）

11 土

杉田整形外科
（函南町／整外・リハ・リウマチ／☎055-970-2511）
大和堂医院
（伊豆市／内／☎ 0558-72-0015）

12 日

杉本医院（南條／循環器・皮膚・内・外・呼吸器／
☎055-949-2222）
青山内科クリニック
（伊豆市／内／☎ 0558-74-2111）

19 日

函南さくらクリニック
（函南町／内・胃腸／☎ 055-979-1666）
中伊豆リハビリテーションセンター
（伊豆市／内・整外・リハ／☎ 0558-83-2111）

26 日

函南医院
（函南町／内・小児／☎ 055-978-3023）
小山田医院
（伊豆市／内・小児／☎ 0558-72-3125）

市役所開庁日：月曜日～金曜日 8:30 ～ 17:15（木曜日は市民課ほか
19:00 まで延長）　　　市役所閉庁日：土・日・祝日と年末年始

立春

富士山の日

伊豆保健医療センター【夜間急患室】
夜間救急診療を実施しています。お気軽に
お問い合わせください。☎０５５８‐７6‐0111
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小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする『地域子育て

支援センター』を２カ所開設しています。親子の交流の場としてもご

利用ください。また、市内２つの保育園では、園庭を開放をしています。『地

域子育て支援センター』と『園庭開放』は、市内に住んでいる未就学児と保

護者なら、どなたでも無料で利用できます。

すみれひろば
（地域子育て支援センターすみれ）
四日町 234-1　☎ 055-949-0823
月～金 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:00
（祝日除く）

● 2 月の行事 ●
3日（金）10:30 ～　節分の集い
7日（火）10:30 ～　おはなし会
15日（水）、16 日（木）10:00 ～　制作
15日（水）10:00～11:30 発達相談の日
24日（金）10:30 ～　誕生日会
（2 月生まれの子、要事前申込み）
27日（月）大きくなったかな

（身体測定）

■

■園庭開放■
　次の保育園では、園庭を開放し
ています。親子で気軽にご利用く
ださい。

 社会福祉法人護汝会  慈恩保育園
　白山堂 171-2
　☎ 0558-76-2552
　月～金 9:00 ～ 11:30（祝日除く）

 市立ひまわり保育園大仁分園
　大仁 229-1
　☎ 0558-76-1173
　月～金 9:00 ～ 11:30、
　　　　13:00～16:00（祝日除く）

たんぽぽひろば
（地域子育て支援センターたんぽぽ）
三福 295-1　☎ 0558-76-6006
月～金 9:00 ～ 11:30、13:30 ～ 16:00
（祝日除く）

▲ 2月の行事 ▲
3日（金）11:00 ～　節分の集い
8日（水）10:45 ～リズムであそぼう
17 日（金）10:30～　育児相談デー

（身体測定）
　　　　  11:00 ～　栄養士講演会
22日（水）、23 日（木）、24 日（金）

10:00 ～　作ってみよう
28日（火）11:00 ～星のおはなし会
29 日（水）10:00～11:30 発達相談の日

●行事の時間は基本的には午前中（身体測定は午後も実施）。
●育児相談はいつでも受けます。

　　　　詳しくは各園までお問い合わせください。

【共通事項】
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。
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６
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。

問
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交
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！

　

こ
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受
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受
給
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対
象
の
家
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市
か
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に

通
知
し
ま
す
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で
、
市
役
所
各
窓
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で

手
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て
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だ
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い
。

持
ち
物　

 

①
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６
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２
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で
）

受
付
窓
口　

社
会
福
祉
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子
育
て
支
援
室（
大
仁
庁
舎
）

市
民
課（
伊
豆
長
岡
庁
舎
・
韮
山
庁
舎
）

4月1日（日）
開始

2012.2.1 いずのくに（カレンダー裏・左）

ファミリークラシックコンサート

と　き　3月25日（日）　　ところ　韮山時代劇場大ホール
出　演　一村誠也（司会・フルート）
　　　　アンサンブル・ディヴェルターズ

　ウッチャンナンチャンの南原清隆と、九世野村万蔵
が率いる萬狂言がタッグを組み、古典と現代のコラボ
レーションが実現!!豪華キャストの共演をお楽しみに!!

ウ チャンナンチャンの南原清隆と 九世野村

現代狂言Ⅵ
～狂言とコントが結婚したら～

と　き   3 月 18 日（日）
　　　   開場 13：30   開演 14：00
ところ　 アクシスかつらぎ大ホール
出　演　 南原清隆、野村万蔵、佐藤弘道、野々村真、

安めぐみ、市川由衣、ドロンズ石本、エネル
ギー、やるせなす、大野泰広

チケット　【全席指定】　Ｓ席 3,500 円　Ａ席 2,500 円
　　　　＊未就学のお子さんは入場できません。

問合せ　アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

音楽のおくりもの 0歳からの親子コンサート

あなたのステージVol.85   ～朗読『吉原手引き草』～
と　き　3月 3日（土）　開場 13：00 開演 13：30
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出　演　朗読・スピーチ出前ボランティアの会　～和の会～
問合せ　韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

会

入場
無料

と き 3月

音音
好評
発売中！

ら～

好評
発売中！

②アフタヌーンコンサート
　　ゆっくりクラシックを…
　開場 13：30   開演 14：00

①わいわいコンサート
　子どもと一緒にクラシックを…
　開場 10：30   開演 11：00 チケット　各公演【全席指定】一般 1,000 円　

　　　　　　　　　　　　　　中学生以下 500 円
＊ ３歳未満児は、保護者の膝上に限り無料。ただし、
座席を利用する場合はチケットを購入してください。
問合せ　韮山時代劇場　☎ 055-949-8600

♪乳幼児
ＯＫ

♪４歳

以上

アクシスの夕べ Part.83 ～ピアノソロ編～
と　き　3月 3日（土）　開場 18：30 開演 19：00
ところ　 アクシスかつらぎ多目的ホール
出　演　明和史佳
問合せ　アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

と
と
出
問

入場
無料

南原清隆（左）と野村万蔵（右）

一村誠也とアンサンブル・ディヴェルターズ

エネルギー 安めぐみ

佐藤弘道

大野泰広

ドロンズ石本

市川由衣 野々村真

やるせなす石井

やるせなす中村
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コンクールの聴衆審査員
　江川坦庵合唱コンクールでは、合唱の専
門審査員とは別に、会場の聴衆に評価され
た『伊豆の国賞』を決定する聴衆審査員を

募集します。審査には専門的知識はいりません。実際
に演奏を聴いて良かったと思う合唱団を選んでいただ
きます。この機会に聴衆審査員をやってみませんか。
条　　件　　コンクール当日に聴衆審査ができる人
定　　員　　100 人（＊定員を超えた場合は抽選）
応募方法　　 ２月 21 日（火）17：00 までに電話で

アクシスかつらぎ（下記）へ申し込む

と　き　2月18日 （土） ・ 19日 （日）
　　　　10：00 ～ 15：00 雨天決行

ところ　大仁梅林および大仁神社境内
内　容　 こども創作能、雅楽と神楽、大正琴等の演芸、

野点、屋台、梅林内にて甘酒無料サービス

おおひと梅まつり

おおひと梅まつり・能楽鑑賞会の問合せ　伊豆の国市観光協会　☎ 055-948-0304　FAX055-948-5151

伊豆の国市イベント情報

能
楽
鑑
賞
会

た
だ
い
ま
、
市
内
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
で
『
能
楽

鑑
賞
会
』
を
開
催
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狂
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（
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可
）

チケット
発売中！

  同時開催

梅まつり写生コンクール（テーマ『梅』）
　と　き　梅まつり開催中
　　　　　（２月 19日は正午まで）
　対　象　小学生以下
　参加費　無料
　その他　用具（画板・クレヨン等）は貸し出します。
　　　　　 金賞作品は、来年度のポスターに使用します。

梅まつり写真コンテスト（テーマ『大仁梅林』）
　と　き　２月 19日（日）
　対　象　どなたでも参加可
　参加費　無料
　参加方法　 氏名・連絡先を明記し、四つ切サイズに印

刷された写真（大仁梅林を撮影したもの）
を 2月 17日（金）までに観光協会（〒 410-
2201 古奈 255）へ郵送または持参してく
ださい。金賞作品は、来年度のチラシに
使用します。

俳句大会（兼題は『梅』）
　と　き　２月 18日（土）受付 10：00～ 12：00
　ところ　ひまわり保育園大仁分園園庭
　対　象　どなたでも参加可
　投句料　2句 1組 500 円（何組でも可）
　表　彰　２月 18日（土）15：00～大仁神社にて

梅お散歩ラリー
　と　き　2月 18日（土）受付 10：00～ 10：30
　ところ　ひまわり保育園大仁分園
　対　象　 健康で、一人で歩ける人ならどなたでも参

加可
　参加費　500 円（おおひと笑店会商品券 500 円付）
　定　員　200 人（定員になり次第締切）
　申込み方法　 住所・氏名・年齢・電話番号を明示して

電話か FAX で観光協会（下記）にお申
し込みください。

■プログラム
・コンクール
・ゲスト演奏
・全体合唱『瑠璃色の空の下で～江川坦庵のバラード～』
・審査結果、表彰

と　き　3月11日 （日） 12：30 ～ 17：00

ところ　アクシスかつらぎ大ホール

チケット　【全席自由】
　　　　　一般 1,000 円

　　　　　高校生以下 500 円

チケット販売所　アクシスかつらぎ、韮山時代劇場のみ

県内外から合唱団が集い、課題曲・江川坦庵の
バラード『瑠璃色の空の下で』（作詩／古川薫

　作曲／松下耕）と自由曲を競演します。
　『江川坦庵賞』の栄冠はどの合唱団に輝くのか？

申込み・問合せ　アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225

■審査員
　金山明裕（東京都合唱連盟理事長）
　澤島富雄（合唱指導者）
　松下　耕（作曲家）
■出演団体（順不同）
　クール・ド・アマトゥール（群馬県）
　愛知高等学校合唱部（愛知県）
　女声アンサンブル『こーろ・ふぁーら』（東京都）
　あい混声合唱団（東京都）
　Ensemble Polano（東京都）
　静岡混声合唱団ひびき（静岡市）
　静岡合唱団（静岡市）
　SoRa（宙）（富士市）
　静岡男声合唱団（静岡市）
　Female Choir Ephemere（三島市）
　韮山高等学校音楽部（伊豆の国市）

おおひと梅まつりボランティアスタッフ
と　き　2月 18日（土）・19日（日）各 9：30～ 15：30
対　象　20歳以上のイベントに興味がある人
内　容　イベントの手伝い　　申込み締切　2月 17日（金）
申込み　住所・氏名・年齢・電話番号を明示して電話か FAXで観光協会（下記）に申し込み

募集中！

み
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！
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神
島
六
方
石
採
石
場
跡
、

田
中
山
女
塚
、反
射
炉
、江
川
邸
、

韮
山
城
跡
、
蛭
ケ
島
を
予
定
。

　
　
　

＊ 

コ
ー
ス
間
の
移
動
は
市
の
バ
ス

を
利
用
（
一
部
徒
歩
あ
り
）

定　

員　

25
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み　

下
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

申込み・問合せ　観光商工課　☎ 055-948-1480

富
士
山
の
日

ジ
オ
サ
イ
ト

ツ
ア
ー

参加者
募集中！

第 2回

江川坦庵合唱コンクール
響かせようハーモニー　～瑠璃色の空の下で～

ル

時代劇場のみ

チケット
発売中！

女塚付近より 　田中山より　
韮山城跡より

16
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市
文
化
協
会
の
中
で
も
芸
能
部
門

（
歌
唱
部
、
舞
踊
部
、
演
奏
部
）

の
会
員
が
出
演
す
る『
ふ
れ
あ
い
祭
り
』

を
開
催
し
ま
す
。皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え
、

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

公
演
名

　

伊
豆
の
国
市
文
化
協
会　

ふ
れ
あ
い
祭

と　

き

　

２
月
19
日
（
日
）

　

９
時
開
場　

９
時
30
分
開
演

と
こ
ろ

　

韮
山
時
代
劇
場　

大
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　

歌
唱
部
門
５
団
体

　

舞
踊
部
門
11
団
体

　

演
奏
部
門
11
団
体

問
合
せ　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
９
）８
６
０
０

19 182012.2.1 いずのくに

　

　

そ
の
１
（
12
月
号
）
の
続
き

安
政
１
年
（
１
８
５
４
年
）
３
月
の
、

ペ
リ
ー
艦
隊
の
水
兵
に
よ
る
敷
地

内
侵
入
事
件
を
受
け
て
、
反
射
炉
は
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

田
方
郡
中
村
、
つ
ま
り
現
在
の
場
所
に
造

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
幕
府
の
命

を
受
け
て
、建
造
途
中
だ
っ
た
本
郷
村（
現

下
田
市
）
の
反
射
炉
お
よ
び
敷
地
内
の
小

屋
な
ど
は
解
体
さ
れ
、
使
え
る
も
の
は
船

で
新
し
い
建
設
地
に
回
送
さ
れ
ま
し
た
。

沼
津
か
ら
狩
野
川
を
遡

さ
か
の
ぼり

、
南
條
村
の
河

岸
か
ら
荷
揚
げ
さ
れ
た
石
や
煉れ

ん

瓦が

、
木
材

な
ど
は
、
中
村
の
人
足
た
ち
に
よ
っ
て
、

陸
路
現
場
ま
で
運
ば
れ
ま
し
た
。

　

中
村
で
の
反
射
炉
築
造
工
事
は
、
同
じ

年
の
７
月
１
日
、
天
野
村
（
現
伊
豆
の
国

市
天
野
）
の
石
工
忠
蔵
ら
に
よ
る
土
台
と

な
る
石
の
据
え
付
け
と
、
松
杭
の
打
ち
込

み
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
閏

う
る
う７

月
18
日
に

は
耐
火
煉
瓦
の
積
み
上
げ
開
始
、
８
月
６

日
に
は
江
川
坦
庵
に
よ
る
現
場
視
察
、
９

月
に
は
左
官
に
よ
る
漆し

っ

喰く
い

塗
り
の
作
業
が

始
ま
る
な
ど
、
工
事
は
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
年
の
11
月
４
日
、
大
き

な
地
震
が
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。『
安
政

の
大
地
震
』
で
す
。
遠
州
灘
御
前
崎
沖
を

震
源
と
す
る
こ
の
大
地
震
に
よ
っ
て
、
房

総
半
島
か
ら
四
国
に
至
る
太
平
洋
沿
岸
地

域
は
、
巨
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
下
田
の
被
害
は
激
し
く
、
港
と
町
の

ほ
と
ん
ど
が
流
失
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

中
村
で
築
造
中
の
反
射
炉
は
、
ど
う

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
日
記
に
は
、「
今

四
つ
時
頃
（
午
前
10
時
頃*

）
大
地
震
、

そ
れ
よ
り
小
地
震
数あ

ま

多た

の
こ
と
。た
だ
し
、

二
番
板
蔵
大
破
、
反
射
炉
そ
の
ほ
か
す
べ

て
別
条
な
し
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
板

蔵
が
大
破
し
た
も
の

の
、
反
射
炉
本
体
は

大
地
震
に
耐
え
た
の

で
す
。
韮
山
反
射
炉

が
、
頑
丈
な
土
台
の

上
に
建
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
21
世
紀
を
迎
え

た
今
日
ま
で
、
反
射

炉
が
建
ち
続
け
て
き

た
大
き
な
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
こ
の
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
工

事
だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
（
そ
の
３
に
続
く
）

* 

他
の
記
録
に
よ
る
と
、
安
政
の
大
地
震

は
五
つ
時
（
午
前
８
時
頃
）
に
発
生
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

韮山反射炉の築造記録
（その 2）

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 80

反射炉御取立中日記
安政 1年 11 月 4日条
（財団法人江川文庫蔵）

反射炉の基礎構造（断面図）

今   

月   

の   

５   

冊

『用心棒日暮し剣  波燃える』
池永陽（著）
　　　   ／角川書店
開国前夜の江戸。
浪人･橘

たちばな

周
しゅうすけ

介は黒
船斬りこみを決意
する。刺客の襲撃、
謎多き娘。時代に

翻弄される青年を描く長編。【韮山】

中央… 2 月 4日（土）11：00～
長岡… 2 月 16 日（木）14：30～
韮山… 2 月 25 日（土）
　　　14：00～
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『帝王、死すべし』折原一（著）
　　　　  ／講談社
息子･輝

てるひ さ

久の部屋
で見つけた１冊の
ノートには、『帝王』
によるいじめの記
録が綴られていた。

日記に仕掛けられた謎と、驚愕
のサスペンス。【長岡】

おはなし会

【中央図書館】☎ 0558-76-5566
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎ 055-947-2364
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎ 055-949-8605
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日（年末・年始含む）
は、今月のカレンダ
ーや、市ホームページ
などをご覧ください。

ぼくがついた小さな嘘が、２
人の夜の探索の始まりだった。
だけど、教室の悪意が彼女の
心に突き刺さり…。表題作ほ
か、せつない祈りに満ちた純
愛小説集。【韮山】

『ぼくらは夜にしか会わなかった』
市川拓司（著）／祥伝社　

『ひめねずみとガラスのストーブ』
安房直子（作）、降
矢なな（絵）／小
学館
風の子が買ったの
は、すてきなス
トーブでした。そ
して、だいじな友

だちもできたのです。【長岡】

＊【　】内は所蔵館名

『城を噛ませた男』伊東潤（著）
　　　　   ／光文社
土下座して生き抜
くか、任務に徹す
るか。表題作のほ
か、伊豆韮山から
北条家に取り立て
ら れ、 秀 吉、 家

康に仕えた御
おとぎ し ゅ う

伽衆を描く『江
こうせつ

雪
左
さ も ん じ

文字』など戦国物語５編。【中央】

らは夜にしか会わなか た 　
土

る
か
北

おと

帝王、死す

息
で
ノ
に
録

日記に仕掛け

安
矢
学
風
は

だちもできたので

池

開
浪
船
す
謎

翻弄される青年を

この著
ひ と

者で読む！
 夫婦で作家テーマ

夫婦で執筆活動をしているという作家は、意外と多いようです。
今回はその中から、３組のご夫婦を紹介します。

　折原一と新津きよみは、どちらも人気のミステ
リー作家です。夫婦共作の『二重生活』【中央・韮山】
は復讐を企む愛人と裏切った男の、息詰まる駆け
引きを描く心理ミステリー。人間の恐怖心とミス
テリーを絡めた作品も多いのですが、２人の作品
を読み比べてみると、面白いかもしれません。
　小池真理子と藤田宜永夫婦は、執筆活動をスター
トさせたジャンルは異なりますが、推理小説から、

やがて恋愛小説にジャンルが移っ
ていったのは似ています。小池氏は
『恋』【韮山･長岡】で第 114 回直木
賞を、藤田氏は『愛の領分』【全館】
で第 125 回直木賞を受賞しました。
夫婦共作のエッセイは、その名も
『夫婦公論』【中央】。ちなみに『夫

婦口論』【中央】を書いた三浦朱門 ･曽野綾子も夫
婦作家です。

図書館には時々、小学生や
幼稚園児がクラスで見学に
来ます。「たくさん本があ

る！」「隠れた部屋がある！」と、『図書館のひみつ』
にちょっとだけ触れた子どもたちの笑顔。でもね、『ひ
みつ』はまだまだあるんですよ。（図書館司書　新生）

　阿部和重と川上未映子は昨年入籍し、「芥川賞受賞作家
同士が結婚」と話題になりました。阿部氏の受賞作『グラ
ンド・フィナーレ』【全館】は、その後の『シンセミア』『ピ

ストルズ』【中央】と舞台や設定を共有し、
『神

じんまち

町サーガ』と呼ばれるシリーズになっ
ています。また、『和子の部屋 小説家のた
めの人生相談』【中央】は、阿部氏が角田
光代や江國香織など女性作家 10 人の悩み
相談に応じるというユニークな対談集。川
上氏との対談も収録されています。
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渡る前　必ず見よう　右左
　　　　　　　　野

の

方
がた

玲
れ

臣
お

那
な

（韮山小）

あせってる　それがあなたの　赤信号
　　　　　　　　眞

ま

澤
ざわ

　敦
あつ

貴
き

（大仁小）

手を挙げて　右左を見て渡ろう　横断歩道　

　　　　　　　　木
き

村
むら

李
り

林
り

子
こ

（長岡南小）

交通安全協会大仁地区支部から

市内の交通事故発生状況について！

21 20

予約・問合せ　　地域安全課　☎ 055-948-1412

催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）
２

消費生活相談　2/6・13・20・27 の各 9：00 ～ 15：00（電話相談可）　問合せ  観光商工課　☎ 055-948-1480

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 

44○

　

本
連
載
の
１
回
目
で
取
り
上
げ

た
催
眠
商
法
。
近
年
、
再
び
被
害

が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
催

眠
商
法
の
典
型
的
な
手
口
は
、
洗

剤
な
ど
の
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
と
い
っ
て
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
会
場
に
高
齢
者
な
ど
を
お
び
き

出
し
、
高
額
の
寝
具
や
健
康
食
品

な
ど
を
購
入
さ
せ
る
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
閉
鎖
的
な
空
間
で
、
怪

し
げ
な
実
験
や
検
査
ま
が
い
の
こ

と
を
行
い
、
冷
静
に
判
断
す
る
機

会
を
与
え
ず
に
医
療
効
果
が
あ
る

な
ど
と
し
て
惑
わ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
な
ど
と
い
っ
た
誘
い
に
安
易

に
乗
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

も
し
も
、
被
害
に
あ
っ
た
場
合

は
市
役
所
な
ど
に
早
期
に
相
談
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

『プレゼント！』『健康！』『効果抜群！』
その言葉の裏には…

東
日
本
大
震
災
以
降
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
節
電
が
叫
ば
れ
、

各
家
庭
で
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て

節
電
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
意
外
に
見
落
と
し
が
ち
な
も
の

に
〝
待
機
電
力
〞
が
あ
り
ま
す
。

１
．
待
機
電
力
と
は
？

　

待
機
電
力
と
は
、
家
電
製
品
を
使

用
し
て
い
な
い
（
主
電
源
オ
フ
）
と

き
で
も
、
タ
イ
マ
ー
機
能
や
リ
モ
コ

ン
操
作
待
ち
の
た
め
に
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で
い
る
だ

け
で
消
費
し
て
い
る
電
力
の
こ
と
で

す
。
テ
レ
ビ
、ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、オ
ー

デ
ィ
オ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
エ
ア
コ

ン
、
給
湯
器
な
ど
が
代
表
的
な
も
の

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
器
で
は
微
量

で
あ
っ
て
も
、
合
計
す
る
と
家
庭
全

体
の
使
用
電
力
の
６
〜
10
％
が
待
機

電
力
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

２
．
待
機
電
力
を
減
ら
す
に
は
？

① 

ま
ず
、
長
期
間
使
用
し
て
い
な
い
家
電

製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

② 

次
に
、
普
段
使
用
し
な
い
テ
レ
ビ
や

オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
の
プ
ラ
グ
を
抜
く
。

③ 

普
段
使
用
す
る
も
の
は
、
使
用
後
プ
ラ

グ
を
抜
く
か
ス
イ
ッ
チ
付
き
タ
ッ
プ
な

ど
を
使
用
し
て
、
こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ

を
オ
フ
に
す
る
。

④ 

集
中
コ
ン
セ
ン
ト
を
使
用
し
、
主
電
源

を
一
度
に
オ
フ
に
す
る
。

⑤ 

家
電
製
品
を
買
い
替
え
る
時
は
、
待
機

電
力
の
か
か
ら
な
い
ま
た
は
少
な
い
製

品
を
購
入
す
る
。

　

…
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

節
電
の
た

め
、
家
電
製

品
の
使
用
状

況
を
見
直
し
、

プ
ラ
グ
を
抜
い
て
も
支
障
が
な
い
か
を
家

族
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
待
機
電
力
の
削
減

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

身近な節電
待機電力をカット！

一
人
ひ
と
り
が
節
電
で
き
る
量
は

小
さ
く
て
も
、
社
会
全
体
で
は
大
き

な
節
電
に
つ
な
が
り
ま
す
。
み
ん
な

で
節
電
を
意
識
し
、
で
き
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

申込み・問合せ　環境衛生課　☎ 055-949-6805

緑化講習会開催

　交通事故は、基本的な交通ルールとマナーを無視
することによって引き起こされているのが現状です。
特に、
①右左折するときに、方向指示器をださない。
② 信号停止中や渋滞停止中にドライブギアに入れた
まま、脇見などの余分な動作を行い、ブレーキペ
ダルから足が離れてしまう。
…などが事故の原因となったケースが見られます。ま
た高齢者は、動体視力が衰えたことにより、自分と
相手自動車との距離やスピード感覚を誤って相手自
動車の進路に進出し、出合頭事故を引き起こすとい
うケースも見られます。
　交通安全とは、これらの基本的な交通ルールやマ
ナーを順守する意識を持つことから始まります。安
全は自分で求めていきましょう。

県の相談員が交通事故に関するさ
まざまな相談に無料で応じます。
希望する人は事前に予約をしてく
ださい。
と　き：2月 10日（金）10：00～ 15：00
ところ：市役所韮山庁舎　３階第１会議室

！ 巡回交通事故相談

市内の平成23年12月19日現在の人身事故発生状況
発生件数 374 件　 死者4人　 傷者 508 人
※ 平成 22 年の同時期と比較すると、いずれの数値
も増加しています。

市内の交通事故の特徴
①追突事故と交差点における出合頭事故が最も多い。
② 追突事故は、国道 136 号線と 414 号線で、最も多
く発生している。出合頭事故は、長岡地区及び韮山
地区の信号機のない交差点や駐車場の
出入口での発生が目立っている。
③ 交通事故の原因者は、年齢別では、40
代と 65歳以上の高齢者が最も多い。

▼ ▼ ▼

プランター寄せ植え・庭植栽デザインの
テクニックとコツを学ぼう！
　プランターの寄せ植え作りやご家庭の庭植栽につ
いて、悩んでいる人はいませんか。環境に合わせた
植物選びや色・質感の合わせ方などのテクニックと
コツを学ぶことができます。玄関やベランダ、庭先
などを花や緑で飾り、うるおいのある生活を楽しみ
ましょう。

3月10日
（土）

3月17日
（土）

１．プランターづくり講習会

２．庭づくり講習会

『１．プランターづくり講習会』『２．庭づくり講習会』
共　通

■時　　間　9：30 ～ 11：30
■と こ ろ 　韮山庁舎　１階食堂
■募集人数　各 25人
■内　　容　草花の寄せ植えづくり（プランター）、　
　　　　　　庭づくりを講義により学ぶ講習会
　　　　　　※実技はありません
■講　　師　高橋さゆり氏
　　　　　　（花咲くしずおかアドバイザー）
■参 加 費 　無料
■持 ち 物 　筆記用具
■注意事項　 どちらか片方の講習会のみの申し込とな

ります。同じ人が、両方の講習会には参
加できませんのでご了承ください。

■受付期間　2月 6日（月）～　定員になり次第終了
　　　　　　9：00～17：00※土・日・祝日は受付不可
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　第７回伊豆の国市駅伝大会を開
催します。大会当日は一部交通規
制を行いますのでご注意ください。
とき／ 2 月 5 日（日）9：00 スタ
ート（少雨決行）
コース／大仁市民会館スタート～
狩野川堤防～大仁市民会館ゴール
＊詳しくは広報 1月号、または市
ホームページをご覧ください。
交通規制／ 9：03 ～ 9：13 頃・第
１区（大門橋小坂交差点～天野陸
閘周辺）全面通行止め
問合せ／市役所社会教育課
　　　　☎ 055-948-1461

　テーマは『被災地復興と今後の
防災システム』です。（入場無料）。
とき／ 2 月 16 日（木）18：30 ～、
17日（金）10：00～
ところ／アクシスかつらぎ  多目的
ホール・会議室
講師／石巻日日新聞社代表取締役
社長  近江弘一氏ほか
問合せ／ NPO法人伊豆どろんこの会
　　　☎ 055-944-6288

　元気に歩くための方法を、東洋
医学の視点からご紹介。楽しみな
がらできる『簡単エクササイズ』
を行います。膝痛でお悩みの人は
気軽にお越しください（入場無料）。
とき／ 2 月 5 日（日）13：00 ～
15：00（受付開始 12：30～）
ところ／専門学校白寿医療学院 2
階実技実習室 B（南江間 1949）
テーマ／『元気に歩こう！～膝の
痛みと治療法～』
申込み・問合せ／白寿医療学院　　
　　　　　　　  ☎ 055-947-5311

　2 月 1 日（水）から申し込みを
受け付けます（受講無料・先着順）。
とき／ 3 月 5 日（月）、7 日（水）
14日（水）各 10：00～ 11：50
ところ／リハビリテーション中伊豆
温泉病院内（伊豆市上白岩 1000）
募集人員／ 40人程度（先着順）
内容／『薬と飲食物の相互作用』、
『あなたの食べ方、大丈夫？』、『腰
痛について』、『介護保健制度と訪
問看護の利用について』など（全

６講座、詳細はお問い合わせくだ
さい。）
申込み・問合せ／リハビリテーショ
ン中伊豆温泉病院健康管理課
　　　　　　　☎ 0558-83-3340

　医療に興味のある人ならどなた
でも参加できる市民公開講座です。
お気軽にお越しください（申込み
不要・入場無料）。
とき／ 3月1日（木）17：30 ～
18：30
ところ／順天堂大学医学部附属静
岡病院管理棟 4階第 1会議室
演題／『日光の功罪～若々しい皮
膚を保つために～』
講師／順天堂大学医学部附属静岡
病院皮膚科教授　吉池高志先生
問合せ／順天堂大学医学部附属静
岡病院がん治療センター事務局　
　　　　　　　☎ 055-948-3111

　スタンプラリーで交通安全のお
札をもらおう。気軽に見学、体験
にお越しください（入場無料）。
とき／ 2 月 24 日（金）13：00 ～

15：00
ところ／サイクルスポーツセンター
ベロドローム（伊豆市大野 1826）
内容／ JAF 衝撃体験車試乗、自転
車シミュレーター、安全運転・歩行
体験、反射材やシニアカー紹介など
問合せ／交通安全協会大仁地区支
部交通安全指導員（大仁警察署内）
　　　　　　　☎ 0558-76-0110

　東海地震などの天災や交通機関
などの混乱に備え、負傷者治療の
優先順位を決める『トリアージ訓
練』を順天堂大学静岡病院の医師・
看護師などが行います。訓練内容
を見学し、災害時救急対応につい
ての理解を深めてみませんか？ 
とき／ 2 月 21 日（火）16：30 ～
18：00
ところ／順天堂大学医学部附属静
岡病院内
問合せ／順天堂大学医学部附属静岡
病院営繕管財課　☎ 055-948-3111

　新しく有酸素運動のエアロビク
スが始まります。音楽に合わせて
体を動かし、脂肪燃焼しませんか。

とき／毎週水曜日 11：00～ 11：45
ところ／長岡温水プールサンゆう
対象／成人で健康な人
内容／簡単なエアロビクス
参加料／500円（別途入館料300円）
申込み方法／要事前予約（前日まで）
申込み・問合せ／長岡温水プールサ
ンゆう　　　　☎ 055-947-0176

　初めてでも大丈夫！水の 5つの
特性（浮力・水流・水圧・抵抗・水温）
をいかして運動してみませんか。
とき／ 2 月 28 日～ 5 月 8 日の毎
週火曜日11：00～11：45（全 10回）
ところ／長岡温水プール
内容／顔つけ練習から 12.5m 泳げ
るようになるのが目標
参加料／ 3,000 円（別途入館料 300 円 )
対象／健康な成人
申込み／プール窓口にある申し込
み用紙を提出（＊電話で仮予約可）
問合せ／長岡温水プールサンゆう
　　　☎ 055-947-0176

　平成 24 年度の生徒を 3 月 1 日
（木）から随時募集します。教室時
間など詳細は、直接お問い合わせ
ください。

対象／親子水泳教室：3歳児～、子
供水泳教室：年中児以上
会費等／入会金 1,000 円、月謝
3,150 円
その他／定員により希望どおりの
受講ができない場合があります。
申込み方法／印鑑を持参の上、お
越しください（電話申し込み不可）。
問合せ／長岡温水プールサンゆう
　　　☎ 055-947-0176

　国有林の管理経営のために皆さ
んの意見や提言を伺ったり、アン
ケートにお答えいただく平成 24・
25年度のモニターを募集します。
応募条件／関東森林管理局管内 1
都 10 県に住む成人で、インター
ネットを利用可能な人
申込み方法／氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、住所（郵便番号）、電話番
号（FAX番号）、E-mailアドレス、職業、
モニターを知ったきっかけ、応募理
由（100 字程度）を明記し、2 月 20
日（月・必着）までに E-mail で応募。
申込み・問合せ／林野庁関東森林管
理局国有林モニター担当　メールアド
レス kanto_kikau@rinya.maff.go.jp
　　　　　　　  ☎ 027-210-1150

専門学校白寿医療学院

市民公開講座

大人水泳教室
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樹種
（苗年数）

規格 価格
（１本）苗長 標準根元

スギ
（2年）

小 35㌢上 7㍉ 91円
中 45㌢上 8㍉ 102 円
大 60㌢上 10㍉ 93円

ヒノキ
（3年）

小 35㌢上 7㍉ 97円
中 45㌢上 8㍉ 108 円
大 60㌢上 9㍉ 100 円

クヌギ
（2年）

小 80㌢上 － 115 円
大 100㌢上 － 135 円

造林用苗木 斡
あ っ せ ん

旋
申込み
期限
2/23

希望する人はお申し込みください。

＊予定価格のため変更する場合があります。
＊代金は苗木引き渡し時にお支払いください。
＊苗木の引き渡しは３月上旬の予定です。
　　申込み期限　2月 23日（木）
　　申込み・問合せ　市役所農業振興課
　　　　　　　　　　☎ 055-949-6813

平成 23年度産（平成 24年春季山行）
系統確認苗木標準価格（税込）

リハビリテーション中伊豆温泉病院

院内保健講座

順天堂大学医学部附属静岡病院

市民公開講座

サンゆうビクス教室
子供水泳教室の予約

国有林モニター
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申込み・問合せ　市役所地域安全課　☎ 055-948-1412　　　消防庁ホームページ　http://www.fdma.go.jp/

女性団員の活動
消防団活動・防災の啓発、
応急手当の指導・啓発

男性団員の活動
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消
防
団
員 

募
集
中

　

消
防
団
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
現
在
４
５
１
人
の
団
員

で
組
織
し
て
い
ま
す
。火
災
、

台
風
な
ど
の
災
害
時
に
対
応

す
る
訓
練
や
、
初
期
消
火
、

消防団長
伊奈　始

応
急
手
当
な
ど
の
住
民
指

導
や
火
災
予
防
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
世

代
間
・
異
業
種
間
の
交
流

が
で
き
る
場
で
も
あ
り
、

団
員
一
同
誇
り
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

消
防
団
に
入
っ
て
、
地
域

の
た
め
に
力
を
貸
し
て
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
の
力
、
貸
し
て
く
だ
さ
い

伊豆の国市駅伝大会
一部交通規制

高齢者交通安全
フェスティバル

災害時救急救命訓練見学会

NPO法人伊豆どろんこの会
被災地復興防災シンポジウム
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　生活デザイン科 3年生の卒業制
作展を行います（入場無料）。
とき／ 2 月 16 日（木）～ 21日（火）
10：00～ 18：00 ＊最終日～ 14：00
ところ／ Vio701・2FGallery701（三
島市本町）
問合せ／三島高等学校生活デザイ
ン科　☎ 055-975-0080

とき／ 3 月 24 日（土）9：00 ～
16：30
ところ／沼津工業高等専門学校
内容／技術士試験対策講座（機械
部門・第 2次試験）
対象／企業技術者
定員／ 10 人（申し込み多数の場合
は抽選）
受講料／ 6,400 円
申込み方法／沼津高専ホームペー
ジにて詳細をご確認の上、3 月 6
日（火）までに申し込み
申込み・問合せ／沼津工業高等専
門学校　☎ 055-926-5762
ホームページ http://www.numazu-
ct.ac.jp/

　訪問介護事業所のサービス提供
責任者を養成するための研修です。
とき／ 2月24日（金）、3月1日（木）
各 9：30～ 16：30
ところ／静岡ライフカレッジ（三
島市大宮町 3-18-2）
対象／サービス提供責任者以外で、
介護福祉士・1級訪問介護員・経験
年数 3年以上の 2級訪問介護員
定員／ 40 人（定員になり次第締切）
受講料／無料
申込み・問合せ／静岡ライフカレ
ッジ　☎・FAX055-973-0522

　放送大学では平成 24年度第 1学
期の学生を募集します。放送大学
はテレビなどの放送を利用して授
業を行う通信制の大学で、幅広い
分野を選べます。
出願期限／ 2 月 29 日（水）まで
資料請求・問合せ／放送大学静岡
学習センター　☎ 055-989-1253

　看護職の資格を持ち、現在就職
していない人に、現場経験のある

看護職が再就職の相談に応じます。
とき／ 2 月 16 日（木）10：00 ～
14：00
ところ／長岡保健センター
相談料／無料
定員／なし
申込み・問合せ／静岡県ナースセン
ター東部支所　☎ 055-920-2088

と き ／ 2 月 8 日（ 水 ）13：00 ～
15：00　＊要予約
ところ／東海税理士会三島支部

（三島市大宮町 3丁目 20-21）
＊相談日はお問い合わせください。
問合せ／東海税理士会三島支部
　　　☎ 055-972-1668

　人間の生命を維持するために欠
かせない血液をいつでも十分に確
保しておくため、献血にご協力を
お願いします。
とき／ 3 月 2 日（ 金 ）9：30 ～
13：00
ところ／伊豆の国市役所本庁舎
内容／ 200ml、400ml 献血
問合せ／静岡県沼津赤十字血液セ
ンター　☎ 055-924-6611

沼津工業高等専門学校
公開講座

税理士による
無料税務相談

献血にご協力を
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央
図
書
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

　
　
　
　

市
役
所
韮
山
庁
舎
３
階
廊
下

　
　
　
　

市
役
所
大
仁
庁
舎
２
階
廊
下　

そ
の
他　

 

本
パ
ネ
ル
展
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
20

世
紀
ア
ー
カ
イ
ブ
仙
台
の
企
画
趣

旨
に
市
が
賛
同
し
、
開
催
す
る
も

の
で
す
。

問
合
せ　

市
役
所
地
域
安
全
課

　
　
　
　

☎
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

報
道
写
真
に
は
な
い
、
被
災
地
の
今

３
・
11 

キ
ヲ
ク
の
キ
ロ
ク

～
市
民
が
撮
っ
た
震
災
記
録
写
真
パ
ネ
ル
展
～

2/16
から

＊各会場で展示する写真パネルは異なります。

問合せ
　市役所社会教育課
　☎ 055-948-1461

社会教育委員からの
メッセージ

幸
福
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し

て
、
経
済
的
な
豊
か
さ
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
な
豊
か
さ
を

重
視
す
る
国
民
総
幸
福
量
（
Ｇ
Ｎ

Ｈ
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。『
精

神
的
な
豊
か
さ
』
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

　
「
人
生
を
よ
り
良
く
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
生
涯
を

通
じ
て
行
う
行
動
＝
生
涯
学
習

（
学
び
）
は
自
分
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
が
楽
し
い
↓
社
会

で
役
立
つ
↓
ま
わ
り
の
人
も
高
め

る
↓
こ
れ
が
、
自
分
の
幸
福
に
な

り
ま
す
。
努
力
の
上
に
つ
か
ん
だ

幸
せ
が
本
物
で
す
」。
こ
れ
は
以

前
、
社
会
教
育
研
究
大
会
で
坂
東

眞
理
子
氏
が
講
演
し
た
『
学
び
の

す
す
め
』
の
内
容
の
一
部
で
す
。

　

好
き
な
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ

と
を
、
思
う
存
分
や
れ
た
ら
誰
で

も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
が
、
さ
ら
に

仲
間
に
伝

え
る
、
教

え
る
、
発

表
す
る
な

ど
、
他
へ

の
関
わ
り

が
加
わ
る

と
、
楽
し
さ
の
意
味
や
喜
び
の
質

が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
行
事
や
公
民
館
・
集
会

所
を
利
用
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
お
金
や
物
で

は
な
く
、
人
と
人
と
の
関
わ
り
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
絆き

ず
な

は
、
豊
か
な

心
を
育
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
向
上
に
一
役

買
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伊
豆
の
国
市
社
会
教
育
委
員
は
行

政
と
住
民
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
と
し
て
、
地
域
の
問
題
を
テ
ー

マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
後

も
続
け
て
い
き
ま
す
。

社会教育委員研修の様子

地域の環境部会
樋口　真理子

農
の ど か

土香塾 からのお知らせ

　農土香プロジェクトでは、牛糞や食品残さ
が原料のたい肥で作った野菜を食べることで
みんなが健康になり、その残さをまたたい肥
の原料にする安全安心の資源循環を進めます。

と　き　2月 24日（金）、25日（土）9：00～ 16：00
ところ　農土香塾（旧大仁東小学校）
＊ 予約不要。直接、会場にお越しください。
＊ 相談は毎月実施する予定です。日程等は広報やホームページでお
知らせします。

のどかくんホームページ　 http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/
kikaku/nodoka_project/nodoka-project.jsp

　　　　　　　　　問合せ　市役所政策企画課　☎055-948-1413

野菜づくりよろず相談

路線バス廃止 のお知らせ

　伊豆箱根バス（株）運行の路線バスが一部
廃止になります。利用者はご注意ください。

放送大学 4月生

三島高等学校生活デザイン科
青春発信展

訪問介護計画
作成・展開 研修講座

看護師等再就職相談

平
成
23
年
度　

広
報
い
ず
の
く
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
中

今
の『
広
報
い
ず
の
く
に
』っ
て
ど
う
？

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

よ
り
読
み
や
す
い
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
、
広
報

い
ず
の
く
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
先
月
号
25

ペ
ー
ジ
の
ハ
ガ
キ
で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙

面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
月
29
日（
水
）ま
で
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

問合せ　市役所秘書広報課
　　　　☎ 055-948-1431

長岡駅～反射炉経由～江川邸線
  （江川邸発）8:30
長岡駅～反射炉線
  （長岡駅発）9:05、11:11、14:43　（反射炉発）9:15、11:18、14:50
長岡駅～千代田団地線
  （長岡駅発）9:25、13:07、14:25　（千代田団地発）10:25、13:30
韮山駅～江川邸線
  （韮山駅発）8:04、8:24、17:58　（江川邸）8:10、18:04

問合せ　市役所政策企画課　☎ 055-948-1413

現在寄せられている回答（集計前・抜粋）
Ｑ. レイアウトはどうですか？
 Ａ. 見やすい。
 Ａ. 見にくい。ごちゃごちゃしている。
Ｑ. ご意見・ご要望があれば…
 Ａ. クイズの当選者名は記載しないで。
 Ａ. ボランティアの募集記事を載せて。
 Ａ. 外来語の標記を減らして。ほか多数

のどかくん
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▽
今
月
号
は
鳥
獣
被
害
に
悩
む

農
業
振
興
課
担
当
と
特
集
を
編

集
。
正
月
ぼ
け
も
束
の
間
、
限

ら
れ
た
時
間
で
猪
突
猛
進
の
勢

い
で
仕
上
げ
ま
し
た
。
こ
こ
最

近
の
鳥
獣
被
害
は
、
本
当
に
深

刻
だ
そ
う
で
す
。
鳥
獣
社
会
も

不
景
気
で
、
行
き
場
を
失
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
…
。　

遠

▽
今
月
、
被
災
地
で
あ
る
岩
手

県
普
代
村
に
、
全
国
の
広
報
担

当
者
が
集
結
し
ま
す
。
残
念
な

が
ら
行
け
な
い
私
は
、
遠
い
静

岡
か
ら
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
震
災
に
負
け
な
い

東
北
の
人
、
自
ら
現
地
に
行
き

経
済
効
果
を
も
た
ら
す
人
…
ど

ち
ら
も
日
本
の
誇
り
で
す
。
夏

編　集　後　記

住民登録人口● 49,795 人（男：24,062、女：25,733 人）　世帯● 20,015
外国人登録人口● 461 人（男：188 人、女：273 人）　世帯● 201

市の人口
（平成２4年 1月１日現在）

お題 ：アナグラム
脳の活性度　★★★★

27 26

表紙より
　1月8日に行われた
成人式。式典が始ま
る直前まで、友達と写
真を撮り合う姿が会
場中で見られました。
しかし、にぎやかな会
場の雰囲気も、ステー
ジの幕が上がると一変。来賓の話にしっかり
耳を傾ける “成人 ” の姿が印象的でした。
　新たなステージの幕開けです。一人ひとり
が主役、新成人の未来に希望あれ。

　毎月、正解者の中から抽選で10人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②広
報紙へのご意見・ご感想や身近な話題などを書き添え（必須）、
2月 13日（月）までに下記へお送りください。ご意見などは、
広報で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　
　　　　　　伊豆の国市　総務企画部　秘書広報課
【先月の答え】「 にらやまはんしゃろをせかいいさんに（韮山反

射炉を世界遺産に）」　　正解者は48／ 48人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】
小沢あき、杉山廉、長島沙羅奈、杉山葉那、伊奈博司、
松下由津樹、竹内仁人、山田恵美子、平馬保和、岩﨑幹弘
＊当選者へのプレゼントは、2月末ごろ発送予定です。

　アナグラムは、ある言葉の文字の順番を入れかえて、別
の言葉にしてあるクイズです。例えば「おれ、何歩？」とい
う問題のもとの言葉は「ナポレオン」という感じです。
　では、次の問題のもとの言葉は、いったい何でしょう。

※今月の『MY　WAY』は、都合により休載します。

伊豆月ケ瀬梅林 梅まつり
　天城連山を一望する梅林に1,500
本の梅が咲き誇る、雄大な梅の宴
をお楽しみください。また静岡県
太鼓祭りも行われ、静岡県太鼓連
盟加入の太鼓チームの太鼓の音が
梅林に響き渡ります。
とき／ 2 月 12 日（日）～ 3月 11
日（日）9：00～ 16：00
＊静岡県太鼓祭りは2月12日（日）、
19日（日）、26日（日）のみ。
ところ／伊豆月ヶ瀬梅林
料金等／梅林管理協力金として、
入場時に大人 300 円、小学生 100
円（小学生未満無料）をお願いし
ます。
その他／駐車場は無料です。
問合せ／伊豆月ヶ瀬梅組合
　　　☎ 0558-85-0480

NPO法人清水町文化協会
創立 30周年記念展示会
　清水町文化協会加盟団体による
作品展示と体験教室を行います。
とき／ 2 月 18 日（土）、19日（日）
各 9：00～ 16：00
ところ／清水町地域交流センター
内容／文化協会加盟団体による書

道、写真、押し花絵、ビーズ工芸、
七宝焼などの作品展示とビーズ工
芸、七宝焼の体験教室
料金等／入場は無料ですが、体験
教室は材料費（実費）が必要です。
問合せ／ NPO 法人清水町文化協会
　　　☎ 055-957-2020

三島市制 70周年記念
三島市民演劇祭

とき／ 2 月 5 日（日）開場 10：
30、開演 11：00
ところ／三島市民文化会館小ホール
演目／『修善寺物語』…シアター
万華鏡、『Make a Wish ！～願い
事をしよう！～』…韮山高校演劇
部、『ふるさとの昔話より』…三島
かたりべの会、『やっぱりパパイヤ』
…日大三島高校演劇部、『call』…
～M for you ～、『約三十の嘘』…
SSProject
入場料／一般（大学生以上）1,000
円、学生（高校生以下）500 円
当日券あり、出入り自由
チケット取扱所／伊豆市民劇場、
三島おやこ劇場、やまがた楽器店、
文盛堂書店、Via701、三島市文化
振興課
問合せ／三島市文化振興課　
　　　☎ 055-983-2672

不用品活用バンク

申込み・問合せ　市役所環境衛生課
☎ 055-949-6805

　不用品活用バンクに登録すれば

「ゆずってほしい」「ゆずりたい」

人を探します。来庁（韮山庁舎）か

電話でご登録ください。

（最高 6 カ月間、希望により再登録可）

伊豆市

三島市

使えるものは再利用！

リサイクルの原点だよね

ゆずります

クーファン　　　　　　　無　料
エレクトーン　　　　　   無　料
グローブ（子ども用）　　  無　料
チャイルドシート（大型）無　料
すのこベッド（シングルサイズ）
　　　　　　　　　　　　無　料
雛人形３段飾り　　　　　無　料
プラモデル（ガンダム他）応　談

ゆずってください

子ども服（110 ～ 140㌢）無　料
ヘアードライヤー　　　　無　料
地デジチューナー　　　　無　料
ベビー用歩行器　　　　　無　料
トランペット　　　　　　無　料
ベビーベッド　　　　　　無　料
千歳保育園 園服・体操着　応　談
寿光幼稚園の制服・ジャージ・体育着
　　　　　　　　　　　　　　　         応　談
トラクター　　　　　　　応　談
押切り　　　　　　　　　応　談
透明の窓ガラス（大型）  　応　談
自転車（大人用）　　　　  応　談
自転車（17～ 18インチ）応　談
自転車（幼児用）　　　　  応　談
弓道の道具一式　　　　　応　談
ベビーベッド　　　　　　応　談
アップライト型ピアノ（ヤマハ）
　　　　　　　　　　　　応　談
スピーカー（高さ 45㌢前後）
　　　　　　　　　　　　応　談
韮山中学校ジャージ（S，Mサイズ）
　　　　　　　　　　　　応　談

３
つ
の
市
民
農
園
の
、
４
月
か
ら
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
借
受
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申込み・問合せ　市役所農業振興課　☎ 055-949-6813

市民農園 利用者募集4/1
貸付
開始

農園名
（所在地） 区画面積 空き

区画 賃貸料

韮山ふれあい農園
（四日町） 約 25㎡ 27 7,000 円／年

長岡市民農園
（長岡） 約 25㎡ 10 7,000 円／年

大仁ふるさと農園
（長者原） 約 50㎡ 4 5,000 円／年

募集受付期間　2月 1日（水）～ 24日（金）
　（＊応募者多数の場合は、抽選となります。）

清水町

表紙表紙 りより

　

広
報
紙
へ
の
感
想
等
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

●
表
紙
の
雲
龍
図
が
す
ば
ら
し
い
で
す
。

今
年
は
い
い
年
に
な
る
と
思
わ
る
表
紙

で
し
た
。　
　

（
四
日
町
・
39
歳
・
女
性
）

●
『
文
化
財
通
信
』
い
つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
編
集
し
て
あ

る
の
で
、
い
つ
も
読
み
ご
た
え
が
あ
り

ま
す
。　
　
　
　

（
内
中
・
67
歳
・
男
性
）

●
大
学
に
通
う
た
め
東
京
暮
ら
し
で
す

が
、
た
ま
に
帰
省
す
る
と
、
た
ま
っ
た

広
報
を
読
む
の
が
楽
し
み
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
古
奈
・
20
歳
・
女
性
）

●
ク
イ
ズ
を
す
ご
く
難
し
く
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　

（
原
木
・
35
歳
・
男
性
）

●
市
長
の
新
年
の
あ
い
さ
つ
に
も
あ
る

よ
う
に
、
韮
山
反
射
炉
が
一
日
も
早
く

世
界
遺
産
に
決
ま
る
よ
う
、
市
民
全
員

で
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
仁
・
73
歳
・
女
性
）

　

写
真
も
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
韮
山
反
射
炉
の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

を
作
る
の
に
４
時

間
か
か
り
ま
し

た
。
む
ず
か
し
か

っ
た
け
ど
が
ん
ば

り
ま
し
た
。　
　

（
南
江
間
・
11
歳
・

女
性
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

答え○○○○○○○○○

お
？
姫
、
お
馬
と
釣
り
?!

　
　
　
（
お
ひ
め
お
う
ま
と
つ
り
）


